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群

馬

県

立

文

書

館

の

目

録

作

成

の

現

状

と

課

題

～

『

収

蔵

文

書

（

分

類

）

目

録

』

を

中

心

に

～

関

口

荘

右

は
じ
め
に

一

目
録
作
成
の
歴
史
と
現
状

（
一
）
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
作
成
・
刊
行
の
意
義

（
二
）
群
馬
県
立
文
書
館
「
例
規
」
に
基
づ
く
目
録
の
位
置
付
け

（
三
）
文
書
の
収
集
・
整
理
・
公
開
の
流
れ
と
目
録
作
成
・
刊
行

（
四
）
公
文
書
係
（
旧
公
文
書
課
）
の
目
録
編
成
・
刊
行

（
五
）
古
文
書
係
（
旧
古
文
書
課
）
の
目
録
編
成
・
刊
行

二

『
収
蔵
文
書
目
録
』
刊
行
の
歴
史
・
概
要
と
階
層
構
造

（
一
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
刊
行
の
歴
史
・
概
要

（
二
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
武
家
文
書
の
階
層
構
造

三

『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
刊
行
と
今
後
の
目
録
作
成

（
一
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
編
成
・
刊
行

（
二
）
「
八
木
健
次
家
文
書
」
の
概
要
と
八
木
家

（
三
）
「
八
木
健
次
家
文
書
」
の
目
録
編
成
と
内
容

（
四
）
平
成
二
五
年
度
事
業
と
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
二
集
作
成

む
す
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

筆
者
は
、
平
成
二
四
年
一
一
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
コ
ー
ス
（
史
料
管
理
学
研
修
会
、
於
福
井
県
立
公
文

書
館
）
を
受
講
し
、
史
料
管
理
学
全
般
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
を
得

た
。
そ
の
中
で
特
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
た
分
野
は
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

整
理
と
目
録
編
成
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
第
一
に
同
年
四
月
、
筆
者
は
当
館
・
古
文
書
係
に
赴
任
し
、

「
古
文
書
等
の
整
理
・
点
検
及
び
閲
覧
公
開
」
「
古
文
書
分
類
目
録
の
編
集

・
刊
行
」
が
担
当
事
務
分
掌
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
全
六
日
間
の
研
修
の
中
で
、
「
目
録
編
成
」
等
に
関
す
る
こ
と

を
各
講
師
と
も
比
較
的
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
史
料
管
理
学
の
中
で
も
柱
と

な
る
分
野
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
講
座
・

講
師
名
を
列
挙
す
る
と
、
「
Ⅱ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
源
論

西
村
慎
太
郎
」
「
Ⅲ

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
論

２
．
民
間
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論

山
田
哲
好
、
４
．
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
理
と
目
録
編
成

渡
辺
浩
一
、
７
．

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
公
開
と
普
及
活
動

加
藤
聖
文
」
な
ど
で
あ
る
。
当
時
、

筆
者
に
と
っ
て
当
館
収
蔵
文
書
に
よ
る
分
類
目
録
の
編
集
・
刊
行
業
務
は
初

担
当
で
あ
り
、
当
該
年
度
中
に
編
集
・
刊
行
す
る
に
は
目
録
編
成
等
に
関
す

る
基
本
的
・
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
早
急
に
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
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考
え
方
を
整
理
す
る
た
め
に
も
こ
の
テ
ー
マ
で
の
本
稿
執
筆
を
そ
の
好
機
に

し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
二
四
年
一
二
月
に
国
文
学
研
究
資
料
館
へ
提
出
し
た

修
了
論
文
に
、
そ
の
後
約
一
年
間
の
当
館
で
の
業
務
、
特
に
『
収
蔵
文
書
目

録
』
第
三
一
集
の
刊
行
と
「
前
橋
市

八
木
健
次
家
文
書
」
の
う
ち
戦
国
期

～
近
世
初
期
文
書
の
検
証
に
関
し
て
加
筆
し
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
こ
こ
で
は
、
①
各
種
目
録
、
特
に
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
作
成
・

刊
行
の
意
義
、
②
群
馬
県
立
文
書
館
の
目
録
作
成
・
刊
行
の
歴
史
と
現
状
、

③
『
収
蔵
文
書
目
録
』
三
〇
冊
の
作
成
・
刊
行
の
歴
史
と
意
義
、
④
『
収
蔵

文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
編
成
と
刊
行
、
⑤
平
成
二
五
年
度
以
降
の
『
収
蔵

文
書
目
録
』
作
成
と
課
題
、
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
整
理
・
概
観
し
、
考
察

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
後
の
よ
り
良
い
目
録
編
成
や
そ
の
他
の
業
務
改
善

・
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

一

目
録
作
成
の
歴
史
と
現
状

（
一
）
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
作
成
・
刊
行
の
意
義

今
回
の
講
義
の
中
で
、
加
藤
聖
文
氏
は
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
一
般
の
方
々
に
使
っ
て
（
利
用
し
て
）
も
ら
う
こ
と
で

あ
る
。
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
と
、
目
録
を
作
っ
て

提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
段
階
的
な
目
録
作
成
の
説
明
と
共
に
述
べ
ら

れ
た
。
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
、
高
校
教
諭
と
し
て
文
書
館
の
一
利
用
者
に

す
ぎ
な
か
っ
た
筆
者
は
、
文
書
館
の
古
文
書
な
ど
の
史
料
に
は
関
心
が
あ
っ

た
が
、
文
書
館
刊
行
の
目
録
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
。
文
書
館
赴
任
か
ら
現
在
ま
で
、
筆
者
自
身
の
、
特
に
閲
覧
・

公
開
・
展
示
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
統
括
な
ど
の
業
務
を
通
じ
て
、
目
録
作
成
（
編

成
）
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
徐
々
に
認
識
し
、
加
藤
氏
の
講
話
で
そ
の

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

当
館
の
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
は
、
「
基
本
目
録
」
と
呼
ば
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
「
基
本
目
録
」
作
成
の
意
義
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
地

域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
編
『
地
域
文
書
館
の
設
立
に
向
け
て

３

諸
家
文
書
の
収
集
と
整
理
』
（
一
九
九
二
年
三
月
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る

。
「
カ
ー
ド
、
台
帳
等
に
取
ら
れ
た
基
本
デ
ー
タ
に
よ
り
、
よ
り
便

(1)

利
な
、
よ
り
広
い
利
用
の
た
め
に
基
本
目
録
を
作
成
す
る
の
が
整
理
の
第
二

の
段
階
で
あ
る
。
基
本
目
録
は
、
有
効
な
検
索
の
手
段
と
い
う
ほ
か
に
、
そ

の
史
料
群
の
内
容
・
構
造
・
伝
来
か
ら
収
集
・
整
理
の
経
過
等
を
報
告
・
紹

介
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
解
説
や
凡
例
、
あ
る
い
は
目
録
の
構
成
そ
の
も
の

に
よ
り
、
収
集
・
整
理
の
過
程
で
知
り
得
た
情
報
を
広
く
全
利
用
者
の
も
の

と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
ま
た
、
目
録
を
お
礼
の
言
葉
と
と

も
に
所
蔵
者
へ
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
、
所
蔵
者
と
の
関
係
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
と
い
う
話
も
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
様
々
な
波
及
効
果
も
も
た

ら
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
（
中
略
）
実
務
上
の
内
部
資
料
と
し
て
、
ま
た
所

蔵
者
へ
の
還
元
の
手
段
と
し
て
も
価
値
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

目
録
の
作
成
・
印
刷
・
刊
行
・
頒
布
と
い
う
一
連
の
作
業
は
、
史
料
整
理
の

結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
利
用
・
活
用
の
前
提
で
も
あ
る
。
」

ま
た
、
西
村
慎
太
郎
氏
は
、
講
義
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
源
論
」
の
中
で
、

目
録
編
成
の
意
義
に
つ
い
て
、
①
保
存
の
手
段
の
た
め
の
目
録
を
作
成
す
る

（
文
書
館
・
博
物
館
・
図
書
館
な
ど
の
史
料
所
蔵
機
関
や
民
間
収
蔵
先
に
お

け
る
管
理
の
た
め
に
）
、
②
利
用
者
が
利
用
し
や
す
い
目
録
を
作
成
す
る
、

な
ど
の
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

も
う
一
つ
の
意
義
を
あ
げ
る
と
、
目
録
作
成
者
自
身
が
、
目
録
を
編
集
・

刊
行
す
る
こ
と
を
通
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
史
料
管
理
）
全
般
に
関
す
る
能

力
向
上
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）
が
は
か
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
目
録
利
用
者
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に
対
し
て
、
「
史
料
群
の
内
容
・
構
造
・
伝
来
か
ら
収
集
・
整
理
の
経
過
等

を
報
告
・
紹
介
す
る
」
に
は
、
目
録
作
成
・
編
集
者
自
身
が
、
高
度
で
専
門

的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
目
録
作
成
・
編

集
者
自
身
が
、
こ
の
業
務
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
様
々
な
能
力
は
、
各
種
展

示
・
講
座
な
ど
の
普
及
・
啓
発
業
務
等
へ
も
計
り
知
れ
な
い
好
影
響
や
波
及

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
群
馬
県
立
文
書
館
「
例
規
」
に
基
づ
く
目
録
の
位
置
付
け

当
館
の
目
録
編
成
・
刊
行
等
の
業
務
は
、
主
に
以
下
の
「
例
規
」
①
～
③

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

。
目
録
類
の
編
成
・
刊
行
は
、
下
記
①
の

(2)

業
務
（
一
）
～
（
六
）
の
全
て
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

次
項
で
具
体
的
に
記
す
当
館
の
公
文
書
係
・
古
文
書
係
が
編
成
・
刊
行
し
て

き
た
目
録
類
は
、
②
及
び
③
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

①
「
群
馬
県
立
文
書
館
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」

（
改
正

平
成
元
年
三
月
二
七
日

条
例
第
六
号
、
抜
粋
）

（
業

務
）

第
三
条

文
書
館
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

（
一
）
文
書
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

（
二
）
文
書
の
閲
覧
そ
の
他
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

（
三
）
文
書
に
関
す
る
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

（
四
）
資
料
集
等
の
編
さ
ん
及
び
刊
行
に
関
す
る
こ
と
。

（
五
）
文
書
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

（
六
）
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
文
書
館
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

②
「
群
馬
県
立
文
書
館
組
織
規
則
」
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

公
文
書
・
古
文
書
グ
ル
ー
プ
（
平
成
二
〇
年
度
よ
り
公
文
書
係

と
古
文
書
係
に
分
離
）

（
一
）
公
文
書
及
び
行
政
資
料
（
以
下
「
公
文
書
」
と
い
う
。
）

並
び
に
古
文
書
及
び
記
録
（
以
下
「
古
文
書
」
と
い
う
。
）

の
収
集
、
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

（
二
）
公
文
書
及
び
古
文
書
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

（
三
）
公
文
書
及
び
古
文
書
の
調
査
並
び
に
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

（
四
）
公
文
書
及
び
古
文
書
の
目
録
並
び
に
資
料
集
等
の
編
さ
ん

刊
行
に
関
す
る
こ
と
。
（
波
線
は
筆
者
）

（
五
）
公
文
書
及
び
古
文
書
に
関
す
る
講
習
会
、
研
究
会
及
び
展
示

会
等
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

（
六
）
公
文
書
及
び
古
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
の
啓
発
並
び
に
指
導

に
関
す
る
こ
と
。

（
七
）
そ
の
他
公
文
書
及
び
古
文
書
に
関
す
る
こ
と
。

③
「
群
馬
県
立
文
書
館
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
い
に
関
す
る
要
綱
」

（
制
定

平
成
四
年
一
〇
月
一
五
日
）

（
閲
覧
の
た
め
の
検
索
手
段
の
作
成
等
）

第
四
条

閲
覧
に
供
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
便
に
供
す
る
た

め
に
、
カ
ー
ド
及
び
冊
子
等
の
文
書
目
録
（
磁
気
媒
体
等
に
よ

る
目
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

二

文
書
目
録
は
、
文
書
館
に
お
い
て
編
集
し
、
刊
行
す
る
も

の
と
す
る
。
（
波
線
は
筆
者
）
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（
三
）
文
書
の
収
集
・
整
理
・
公
開
の
流
れ
と
目
録
作
成
・
刊
行

当
館
に
お
け
る
公
文
書
の
収
集
・
整
理
・
公
開
の
流
れ
は
、
①
文
書
収
集

（
県
庁
で
行
わ
れ
る
文
書
整
理
日
に
、
各
課
が
廃
棄
対
象
の
文
書
を
運
び
出

し
て
き
た
段
階
で
、
内
容
を
見
な
が
ら
選
び
収
集
）

→
②
搬
入
（
収
集
文

(3)

書
を
文
書
館
に
搬
入
し
、
部
局
別
に
仕
分
け
）
→
③
登
録
（
目
録
作
成
の
た

め
、
収
集
文
書
を
部
局
・
課
ご
と
に
登
録
。
文
書
の
基
本
情
報
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
入
力
。
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
登
録
台
帳
を
作
成
）
→
④
燻
蒸
（
文

書
の
長
期
保
存
に
向
け
て
、
虫
や
カ
ビ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
燻
蒸
消
毒
を

実
施
）
→
⑤
補
修
（
状
態
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
解
体
・
補
修
）
→
⑥

箱
詰
め
・
保
存
（
専
用
箱
に
詰
め
、
表
題
・
文
書
番
号
等
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
、

排
架
）
→
⑦
点
検
・
閲
覧
室
用
仮
目
録
の
作
成
→
⑧
閲
覧
公
開
→
⑨
目
録
類

の
刊
行
・
検
索
手
段
の
整
備
（
公
文
書
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

目
録
類
を
刊
行
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
目
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
）
、
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
古
文
書
の
収
集
・
整
理
・
公
開
の
流
れ
を
示
す
と
、
①
寄
贈
・
寄

託
の
連
絡
→
②
概
要
調
査
（
受
入
予
定
の
古
文
書
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の

上
、
寄
贈
・
寄
託
の
手
続
き
を
実
施
）
→
③
搬
入
→
④
燻
蒸
→
⑤
埃
落
と
し

→
⑥
受
入
（
契
約
）
目
録
の
作
成
（
古
文
書
を
一
点
ず
つ
内
容
確
認
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
作
成
）
→
⑦
受
入
契
約
締
結
→
⑧
文
書
ラ
ベ
ル
の

貼
付
・
補
修
（
家
＝
文
書
群
ご
と
の
登
録
番
号
と
文
書
一
点
ご
と
の
番
号
が

書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
管
理
）
→
⑨
保
存
封
筒
・
保
存
箱
へ
の
収
納
・

保
存
（
書
庫
内
の
温
湿
度
管
理
な
ど
）
→
⑩
点
検
・
閲
覧
室
用
仮
目
録
の
作

成
（
古
文
書
の
内
容
を
点
検
し
、
閲
覧
に
必
要
な
閲
覧
利
用
の
た
め
の
目
録

を
作
成
）
→
⑪
閲
覧
公
開
→
⑫
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
の
刊
行
・
検
索
手

段
の
整
備
（
Ｈ
Ｐ
上
で
の
目
録
公
開
な
ど
）
、
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
公
文

書
の
⑦
・
⑨
の
段
階
、
古
文
書
の
⑥
・
⑩
・
⑫
の
段
階
の
各
目
録
作
成
に
つ

い
て
検
討
対
象
と
し
て
い
る
。

近
年
、
行
財
政
改
革
に
伴
う
予
算
や
人
員
削
減
の
折
、
当
館
の
目
標
・
課

題
に
な
っ
て
い
る
「
収
蔵
文
書
の
整
理
・
公
開
の
促
進
」
に
つ
い
て
、
公
文

書
は
⑦
段
階
ま
で
、
古
文
書
は
⑩
段
階
ま
で
を
迅
速
化
す
る
こ
と
で
、
あ
る

程
度
達
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
古
文
書
係
は
、
⑥
の
受
入
（
契

約
）
目
録
の
作
成
段
階
で
、
よ
り
詳
細
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
を
行
う
こ
と

で
、
⑥
→
⑩
段
階
の
迅
速
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑫
段
階
の
分
類
目

録
（
紙
媒
体
）
の
刊
行
業
務
を
極
力
省
略
す
る
こ
と
に
よ
る
公
開
促
進
も
考

え
ら
れ
る
。
目
録
類
の
当
館
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ッ
プ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
等
に
よ

る
提
供
）
に
よ
り
、
紙
媒
体
に
よ
る
刊
行
（
印
刷
）
の
手
間
が
省
け
、
迅
速

化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
当
館
の
史
資
料
管
理
・
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
一
二
年
度
に
行

政
文
書
目
録
デ
ー
タ
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、
同
一
三
年
度
に
古
文
書
等

デ
ー
タ
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
。
同
一
四
年
度
に
機
器
導
入
、
同
一

五
年
度
に
運
用
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
老
朽
化
の
た
め
、
同
二
三
年
度
に

更
新
契
約
を
締
結
、
同
二
四
年
九
月
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
働
し
た
。

現
在
、
閲
覧
室
用
仮
目
録
デ
ー
タ
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
、
Ｈ
Ｐ
か

ら
行
政
文
書
、
古
文
書
・
県
史
資
料
、
図
書
・
行
政
資
料
等
の
検
索
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
公
文
書
係
（
旧
公
文
書
課
）
の
目
録
編
成
・
刊
行

当
館
の
公
文
書
係
（
旧
公
文
書
課
）
が
、
現
在
ま
で
作
成
・
刊
行
し
て
き

た
目
録
類
（
前
記
⑨
段
階
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ
：
『
群
馬
県
行
政
文
書
簿
冊
目
録
』
（
第
一
集

明
治
期
行
政
文
書
編
～

第
七
集

昭
和
二
一
～
三
〇
年
）
及
び
仮
目
録
（
昭
和
三
一
～
三
五
年
）

Ｂ
：
『
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録
』
（
第
一
集

明
治
期
地
方
編
Ⅰ
～
第
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二
二
集

明
治
期
法
務
・
雑
事
編
）
及
び
仮
目
録
（
大
正
期
地
方
編
①
）

Ｃ
：
『
群
馬
県
報
目
録
』
（
昭
和
一
六
年
～
平
成
一
一
年
六
月
）

Ｄ
：
『
群
馬
県
報
件
名
目
録
』
（
第
一
集

明
治
一
九
年
～
第
一
四
集

昭

和
二
五
年
）

Ｅ
：
『
群
馬
県
議
会
文
書
簿
冊
目
録
』

Ｆ
：
『
官
報
目
録
』
（
明
治
一
六
年
七
月
～
平
成
六
年
一
二
月
）

Ｇ
：
『
議
会
図
書
室
収
集
新
聞
目
録
』
（
行
政
文
書
簿
冊
目
録
第
五
集
に
収

載
さ
れ
な
か
っ
た
新
聞
の
閲
覧
用
目
録
）

Ｈ
：
『
議
会
図
書
室
収
集
写
真
目
録
』
（
行
政
文
書
簿
冊
目
録
第
五
集
に
収

載
さ
れ
な
か
っ
た
写
真
の
閲
覧
用
目
録
）

Ｉ
：
『
上
毛
新
聞
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
』
（
明
治
四
三
年
九
月
～
昭
和

一
七
年
六
月
、
文
書
館
・
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
の
上
毛
新
聞
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
）

前
記
Ａ
の
簿
冊
目
録
は
、
当
館
が
県
の
機
関
よ
り
管
理
委
任
を
受
け
保
管

し
て
い
る
行
政
文
書
か
ら
計
七
冊
（
集
）
を
作
成
・
刊
行
し
た
閲
覧
用
目
録

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
一
集
は
、
明
治
期
の
文
書
二
七
八
七
冊
（
分
冊
前
）

を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
書
の
分
類
は
、
当
館
で
独
自
に
定
め
た
明
治

期
行
政
文
書
分
類
項
目
で
行
っ
て
い
る
。
項
目
は
、
簿
冊
番
号
、
所
属
年

（
度
）
、
表
題
、
主
務
課
・
係
名
、
備
考
で
あ
る
。

前
記
Ｂ
の
件
名
目
録
に
つ
い
て
は
、
当
館
が
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
か

ら
計
二
二
冊
（
集
）
を
作
成
・
刊
行
し
た
閲
覧
用
目
録
で
あ
る
（
平
成
二
三

年
三
月
の
第
二
二
集
で
刊
行
終
了
）
。
そ
の
う
ち
第
一
集
は
、
Ａ
の
『
群
馬

県
行
政
文
書
簿
冊
目
録
・
明
治
編
』
の
分
類
項
目
の
「
地
方
」
に
あ
た
る
文

書
七
二
八
二
件
を
収
録
し
た
目
録
で
あ
る
。
目
録
項
目
は
、
文
書
年
月
日
、

郡
市
・
町
村
名
、
件
名
、
簿
冊
番
号
・
ペ
ー
ジ
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
巻

頭
二
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
解
説
（
当
館
に
お
け
る
件
名
目
録
の
作
成
に
つ

い
て
、
群
馬
県
に
お
け
る
地
方
制
度
と
地
方
行
政
組
織
の
変
遷
、
明
治
期
に

お
け
る
地
方
関
係
文
書
の
概
要
）
を
施
し
て
い
る
。

な
お
、
前
記
Ａ
・
Ｂ
の
原
本
史
料
「
群
馬
県
行
政
文
書
」
は
、
群
馬
県
及

び
前
身
の
県
・
藩
等
行
政
機
関
に
お
い
て
作
成
、
収
受
、
編
綴
さ
れ
た
永
年

保
存
文
書
を
中
心
と
す
る
近
代
地
方
行
政
文
書
群
で
あ
る
。
平
成
一
九
年
に

一
万
七
五
二
九
点
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
に
県
議
会
文
書
、

群
馬
県
報
、
官
報
を
追
加
し
た
一
万
七
八
五
八
点
が
平
成
二
二
年
六
月
二
九

日
に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

現
在
、
当
館
の
公
文
書
係
は
、
補
佐
兼
係
長
一
名
、
指
導
主
事
二
名
、
副

主
幹
一
名
、
嘱
託
二
名
、
そ
の
他
臨
時
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

分
掌
事
務
で
の
目
録
作
成
担
当
は
四
名
（
目
録
の
編
集
・
刊
行
担
当
一
名
を

含
む
）
で
あ
る
。

（
五
）
古
文
書
係
（
旧
古
文
書
課
）
の
目
録
編
成
・
刊
行

当
館
の
古
文
書
係
（
旧
古
文
書
課
）
が
、
現
在
ま
で
作
成
・
刊
行
し
て
き

た
分
類
目
録
（
前
記
⑫
段
階
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ｊ
：
『
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
』
（
第
一
集

沼
田
市
下
久
屋
町

倉
品
家
文
書
、
昭
和
五
八
年
三
月
～
第
三
一
集

前
橋
市

八
木
健
次
家

文
書
・
吾
妻
郡
長
野
原
町

長
野
原
町
応
桑
区
有
文
書
、
平
成
二
五
年
三

月
）

Ｋ
：
『
群
馬
県
史
収
集
複
製
資
料
目
録
』
（
第
一
集

中
世
史
部
会
収
集
資

料
・
近
世
史
部
会
収
集
資
料

そ
の
一
、
平
成
六
年
三
月
～
第
四
集

近

代
・
現
代
史
部
会
収
集
資
料
、
平
成
九
年
三
月
）

前
記
Ｊ
の
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
は
、
当
館
開
館
の
昭
和
五
七
年
度
以

来
、
毎
年
度
作
成
・
印
刷
・
刊
行
し
て
き
た
目
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
予
算

・
人
員
の
削
減
、
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
化
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
紙
媒
体
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で
の
刊
行
は
第
三
一
集
が
最
後
と
な
っ
た
。

前
記
Ｋ
の
目
録
は
、
平
成
四
年
度
末
に
解
散
し
た
群
馬
県
史
編
さ
ん
室
か

ら
当
館
へ
引
き
継
が
れ
た
県
史
編
さ
ん
資
料
の
う
ち
、
中
世
史
、
近
世
史
、

近
代
・
現
代
史
の
三
部
会
が
、
主
に
写
真
撮
影
に
よ
っ
て
収
集
し
た
古
文
書

等
の
複
製
資
料
目
録
で
あ
る
。
目
録
本
文
は
、
市
町
村
別
の
資
料
群
ご
と
に

閲
覧
請
求
番
号
と
所
蔵
者
別
の
文
書
名
（
所
在
地
）
を
付
し
、
そ
の
中
を
簿

冊
製
本
番
号
、
撮
影
文
書
番
号
、
表
題
、
年
代
、
作
成
、
形
態
の
順
に
記
載

し
て
あ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
所
蔵
者
別
・
五
十
音
順
に
索
引
を
付
し
、
利

用
者
に
検
索
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
、
当
館
の
古
文
書
係
は
、
係
長
一
名
、
指
導
主
事
二
名
、
嘱
託
二
名
、

臨
時
職
員
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
分
掌
事
務
で
の
目
録
作
成
担
当
は

四
名
（
目
録
の
編
集
・
刊
行
担
当
一
名
を
含
む
）
で
あ
る
。

二

『
収
蔵
文
書
目
録
』
刊
行
の
歴
史
・
概
要
と
階
層
構
造

（
一
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
刊
行
の
歴
史
・
概
要

当
館
の
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
は
、
開
館
し
た
昭
和
五
七
年
度
か

ら
毎
年
度
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
既
刊
三
一
冊
の
収
録
文
書
の
所
在
地
・
伝
存

地
、
文
書
点
数
、
担
当
者
、
総
頁
数
、
予
算
額
（
平
成
一
四
年
度
～
平
成
二

四
年
度
）
、
頒
布
価
格
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
資
料
１
】
で
あ
る

。
(4)

本
目
録
は
、
各
年
度
ま
で
の
当
館
へ
の
寄
贈
・
寄
託
状
況
を
考
慮
し
、
目

録
編
成
計
画
を
立
て
て
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
当
初
は
、
倉
品
家
・
天
田
家
な

ど
「
民
間
（
個
人
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
第
三
集

か
ら
第
二
八
集
ま
で
の
多
く
は
、
群
馬
県
内
各
地
区
ご
と
に
複
数
の
文
書
群

を
ま
と
め
、
「
地
区
諸
家
文
書
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
途
中
、
一
万

五
〇
〇
〇
点
以
上
の
「
民
間
（
個
人
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
文
書
群
に
つ
い
て

は
、
年
度
を
ま
た
い
で
シ
リ
ー
ズ
化
し
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
一
年
度
当
初
の
刊
行
計
画
会
議
に
お
い
て
、
今
後
数
年

間
の
収
蔵
文
書
目
録
の
編
成
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

県
内
地
区
別
で
の
編
成
は
、
文
書
群
件
数
に
限
り
が
あ
り
難
し
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
今
後
は
目
録
化
す
る
意
義
が
よ
り
高
い
文
書
群
を
地
区
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
収
録
し
た
り
、
関
所
関
係
、
旗
本
領
関
係
、
中
仙
道
関
係
な
ど
の
テ

ー
マ
設
定
が
可
能
な
ら
ば
テ
ー
マ
別
編
成
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。ま

た
、
近
年
の
刊
行
予
算
の
削
減
（
【
資
料
２
】
）
や
担
当
職
員
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
は
収
録
文
書
点
数
（
総
ペ
ー
ジ
数
）

を
大
幅
に
削
減
し
、
担
当
者
は
一
～
二
名
に
な
っ
た
。
平
成
二
三
年
度
の
第

三
〇
集
は
、
表
紙
・
中
紙
の
紙
質
を
落
と
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
経
費
を
削

減
し
た
。
さ
ら
に
同
二
四
年
度
の
第
三
一
集
は
、
予
算
額
が
前
年
度
比
約
一

〇
万
円
削
減
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
費
削
減
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
。

（
二
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
武
家
文
書
の
階
層
構
造

当
館
の
刊
行
し
て
き
た
『
収
蔵
文
書
目
録
』
の
収
録
文
書
群
の
ほ
と
ん
ど

は
、
今
回
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
渡
辺
浩
一
氏
の
講
義
「
４
．
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
理
と
目
録
編
成
」
の
「
近
世
近
代
家
文
書
（
村
町
役
人
・

地
主
・
商
人
、
武
士
）
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
は
、
「
出
所
（
フ

ォ
ン
ド
）
の
内
部
組
織
（
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
）
と
そ
の
機
能
（
シ
リ
ー
ズ
）
を

構
造
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
基
本
視
角
（
原
秩
序
尊
重
の
原
則
）
が
重
要

で
あ
り
、
階
層
構
造
を
概
観
す
る
際
、
近
世
・
近
代
家
文
書
は
内
部
組
織
が

未
発
達
か
存
在
し
な
い
の
で
、
内
部
組
織
に
加
え
就
任
役
職
や
経
営
部
門
で

編
成
す
べ
き
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
、
筆
者
が
担
当
し
た
「
前
橋
市

八
木
健
次
家
文
書
」（
文

書
総
点
数
一
七
四
五
点
）
の
八
木
家
は
、
旧
前
橋
藩
士
（
前
橋
藩
主
松
平
大
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和
守
家
家
臣
）
の
家
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
時
、
よ
り
良
い
階
層
構
造
を
設
定

す
る
た
め
に
、
過
去
の
当
館
『
収
蔵
文
書
目
録
』
の
う
ち
「
前
橋
藩
松
平
家

家
臣
家
文
書
」
（
武
家
文
書
）
に
注
目
し
、
そ
の
階
層
構
造
を
整
理
・
検
討

し
て
参
考
に
し
た
い
と
考
え
た
。
該
当
す
る
の
は
、
第
五
集
（
二
家
）
と
第

一
〇
集
（
五
家
）
の
計
七
家
の
文
書
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
当
館

の
他
の
町
方
文
書
・
村
方
（
地
方
）
文
書
に
比
べ
る
と
、
文
書
総
点
数
が
少

な
く
、
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
い
面
も
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
四
家
の
内
部

組
織
（
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
）
・
機
能
（
シ
リ
ー
ズ
）
等
を
整
理
し
た
も
の
が
【
資

料
３
】
で
あ
る
。
井
田
家
文
書
の
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
「
家
」
は
、
文
書
総
点
数

の
五
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
担
当
の
「
八
木
健
次
家
文
書
」

の
目
録
編
成
は
、
歴
代
当
主
ご
と
の
役
職
・
職
業
名
な
ど
を
基
本
に
す
る
こ

と
と
し
た
。

三

『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
刊
行
と
今
後
の
目
録
作
成

（
一
）
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
編
成
・
刊
行

平
成
二
四
年
度
末
刊
行
の
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
は
、
年
度
当
初

の
古
文
書
係
会
議
に
お
い
て
、
「
前
橋
市

八
木
健
次
家
文
書
」
（
公
開
一

七
四
四
点
、
担
当
関
口
荘
右
）
と
「
吾
妻
郡
長
野
原
町
応
桑

長
野
原
町
応

桑
区
有
文
書
」
（
一
七
五
五
点
、
担
当
阿
久
津
聡
）
を
収
録
し
編
成
・
刊
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
算
額
は
、
税
込
み
で
三
八
万
八
五
〇
〇
円
（
単
価

九
二
五
円×

四
〇
〇
部×

消
費
税
一
．
〇
五
）
で
あ
る
。

同
二
三
年
度
は
、
単
価
六
五
五
円×

七
〇
〇
部×

消
費
税
一
．
〇
五
＝
四

八
万
一
四
二
五
円
で
刊
行
し
た
。
印
刷
会
社
担
当
者
に
よ
る
と
、
単
純
に
刊

行
部
数
を
減
ら
せ
ば
予
算
内
に
収
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は

発
行
部
数
が
減
る
と
単
価
も
高
く
な
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
発
行

部
数
を
三
〇
〇
部
減
ら
す
と
な
る
と
、
今
ま
で
の
配
布
先
を
相
当
絞
り
込
む

必
要
が
あ
り
、
配
布
先
も
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
の
前
任
者

か
ら
、
「
ペ
ー
ジ
数
抑
制
が
経
費
削
減
に
は
最
も
効
果
的
」
と
い
う
指
摘
が

あ
り
、
掲
載
文
書
点
数
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
「
解
題
」
ペ
ー
ジ

数
の
削
減
等
の
工
夫
を
し
て
前
記
二
文
書
群
を
収
録
し
刊
行
す
る
こ
と
に
し

た
。（

二
）
「
八
木
健
次
家
文
書
」
の
概
要
と
八
木
家

「
八
木
健
次
家
文
書
」
は
、
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
一
集
の
刊
行
に
よ

り
平
成
二
五
年
度
当
初
に
閲
覧
公
開
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
解
題
」

の
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
調
査
・
検
証
な
ど
を
経
て
若
干
の
補
足
・

修
正
が
必
要
と
な
り
、
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

「
同
文
書
」
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
七
月
八
日
に
八
木
健
次
氏
本

人
が
当
館
に
持
参
し
搬
入
、
翌
平
成
一
〇
年
二
月
に
か
け
て
受
入
目
録
が
作

成
さ
れ
、
寄
贈
契
約
を
結
ん
だ
文
書
群
で
あ
る
。
八
木
家
は
、
幕
末
・
明
治

維
新
期
に
当
主
（
俵
司
）
が
前
橋
藩
士
（
勘
定
奉
行
）
で
あ
っ
た
家
で
あ
る
。

そ
の
後
、
当
文
書
は
し
ば
ら
く
整
理
・
点
検
が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同

二
三
年
六
月
よ
り
約
一
か
月
を
か
け
て
ラ
ベ
ル
貼
付
等
の
装
備
作
業
が
行
わ

れ
た
。
翌
平
成
二
四
年
度
後
半
、
閲
覧
公
開
作
業
（
仮
目
録
作
成
）
と
『
収

蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
刊
行
と
を
同
時
併
行
で
進
め
、
前
述
の
よ
う
に
文

書
総
数
一
七
四
四
点
を
同
二
五
年
度
当
初
に
公
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文

書
群
の
保
存
状
態
は
、
ほ
ぼ
良
好
で
あ
る
が
、
一
部
の
八
木
家
系
譜
（
系
図
）

関
係
の
文
書
に
は
虫
損
・
破
損
等
が
著
し
い
も
の
も
あ
る
。
「
八
木
健
次
家

文
書
」
の
閲
覧
公
開
と
『
収
蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
の
刊
行
は
、
八
木
家

に
関
連
す
る
研
究
は
勿
論
、
当
館
収
蔵
文
書
で
前
橋
藩
や
旧
前
橋
藩
士
の
家

を
研
究
す
る
上
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

同
文
書
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
、
戦
国
期
～
近
世
初
期
の
も
の
は
一
一
点
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あ
る
が
、
大
半
は
江
戸
中
期
か
ら
幕
末
・
維
新
期
、
明
治
期
に
か
け
て
の
も

の
で
あ
る
。
内
容
は
、
主
に
幕
末
・
維
新
期
の
川
越
藩
・
前
橋
藩
勘
定
奉
行

関
係
文
書
（
俵
司
）
、
群
馬
県
職
と
し
て
学
区
取
締
・
学
務
課
詰
や
東
群
馬

郡
南
勢
多
郡
長
・
邑
楽
郡
長
・
勢
多
郡
長
な
ど
を
務
め
た
際
の
申
付
書
（
辞

令
）
類
（
始
）
、
蔵
書
・
典
籍
類
（
俵
司
・
始
の
収
集
や
書
写
）
で
あ
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
川
越
藩
士
、
幕
末
期
の
前
橋
藩
士
、
明
治
期
の
群
馬
県
職

な
ど
を
務
め
た
家
（
人
物
）
の
職
務
・
生
活
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
極

め
て
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。

な
お
、
寄
贈
者
の
健
次
氏
は
、
本
文
書
群
を
当
館
へ
寄
贈
す
る
の
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
、
同
家
伝
来
の
甲
冑
具
足
や
戊
辰
戦
争
時
の
始
の
装
束
等
を
群
馬

県
立
歴
史
博
物
館
へ
、
始
の
孫
で
あ
る
萩
原
朔
太
郎
関
係
の
書
簡
な
ど
を
前

橋
文
学
館
へ
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
た
。

八
木
家
に
つ
い
て
、
『
同
目
録
』
第
三
一
集
の
解
題
に
は
、
「
八
木
家
は
、

八
木
家
系
譜
・
系
図
・
事
績
類
の
文
書
や
そ
の
他
の
史
料
に
よ
る
と
、
播
磨

国
飾
磨
郡
（
現
兵
庫
県
姫
路
市
南
西
部
）
住
の
八
木
隼
人
を
家
租
と
す
る
。

八
木
家
の
言
い
伝
え
で
は
、
隼
人
以
前
は
四
国
の
讃
岐
生
駒
氏
の
家
臣
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
系
の
概
略
を
当
主
に
限
定
し
て
記
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

①
隼
人
（
？
）
→
②
〔
養
子
〕
権
左
衛
門
（
？
～
一
六

九
一
）
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
姫
路
藩
士
一
〇
〇
俵
召
抱
→
③
初
代
権

右
衛
門
（
長
晴
、
？
～
一
七
五
四
）
→
（
以
下
略
）
」
と
記
し
た
。
つ
ま
り
、

八
木
家
系
譜
な
ど
の
史
料
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
判
明
し
て
い
る
近
世
初
期
の
八

木
家
当
主
は
「
隼
人
」
（
生
没
年
等
不
明
）
に
始
ま
る
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
や
同
家
の
戦
国
期
～
近
世
初
期
文
書
な
ど
の
検

証
に
よ
り
現
時
点
で
は
、
「
隼
人
」
以
前
の
近
世
初
期
に
「
清
右
衛
門
尉
」

と
い
う
人
物
が
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
〔
八

木
清
右
衛
門
尉
宛
蹴
鞠
・
葛
袴

鴨
沓
免
許
状
〕
」
（
請
求
番
号
Ｐ
〇
九
七

并

〇
二

№
一
五
九
二
―
一
）
の
差
出
人
「
雅
庸
」
が
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
の
公
家
・
歌
人
で
あ
る
「
飛
鳥
井
雅
庸
」
（
一
五
六
九
～

一
六
一
六
）
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
文
書
に
雅
庸
の
印
（
判
）

が
な
い
の
が
少
し
気
が
か
り
で
は
あ
る
が
（
控
か
）
、
こ
の
蹴
鞠
免
許
が
事

実
と
す
る
と
、
「
清
右
衛
門
尉
」
は
「
雅
庸
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
た
人

物
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
文
書
「
〔
八
木
隼
人
正
宛
蹴
鞠
・
糸

紐
免
許
状
〕
」
（
同

№
一
五
九
二
―
四
、
こ
れ
も
差
出
の
雅
庸
の
印
判
な

し
）
か
ら
は
、
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
清
右
衛
門
尉
」
→

（
次
代
）
「
隼
人
正
」
＝
「
隼
人
（
？
）
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
両
文
書
と
も
差
出
が
（
飛
鳥
井
）「
雅
庸
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
隼

人
正
」
＝
「
清
右
衛
門
尉
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
「
隼
人
（
正
）
」
が
、

こ
の
頃
の
八
木
家
当
主
が
代
々
襲
名
し
た
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
同
家
文
書
の
戦
国
期
～
近
世
初
期
文
書
一
一
点
の
う
ち
、
織
田
信

長
・
豊
臣
（
羽
柴
）
秀
吉
関
係
の
文
書
が
計
四
点
あ
る
が
、
当
時
八
木
家
は

織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
生
駒
氏
（
讃
岐
生
駒
氏
）
の
家
臣

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
生
駒
氏
か
ら
当
時
の
八
木
家
当
主
の
役
職
な
ど
に
関

わ
っ
て
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巻
物
に
の
べ
一
八
二
名
の
花
押
の
切

り
抜
き
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
花
押
集
（
同

№
一
五
九
三
、
剝
離
片
一
八
名

を
含
む
）
も
同
様
の
こ
の
こ
と
か
ら
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
讃
岐
生

駒
氏
は
信
長
・
秀
吉
に
重
用
さ
れ
、
生
駒
親
正
は
讃
岐
国
六
万
石
余
を
与
え

ら
れ
丸
亀
城
を
本
拠
地
と
し
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦

い
後
、
東
軍
に
属
し
た
親
正
の
子
の
生
駒
一
正
は
高
松
城
に
移
っ
た
（
親
正

は
西
軍
）
。
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
、
御
家
騒
動
（
生
駒
騒
動
）
に
よ

り
出
羽
国
由
利
郡
矢
島
（
現
秋
田
県
）
へ
一
万
石
で
配
流
と
な
っ
た
（
矢
島

生
駒
家
）
。
こ
の
際
、
八
木
氏
は
一
旦
浪
人
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
、
前
述
の
よ
う
に
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
横
田
内
膳
家
の
九
男
を
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養
子
に
迎
え
権
左
衛
門
と
称
し
姫
路
藩
士
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
次
の

初
代
権
右
衛
門
（
長
晴
）
以
降
の
八
木
家
来
歴
に
つ
い
て
は
、
『
同
目
録
』

第
三
一
集
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
同
家
文
書
の
戦
国
期
～
近
世
初
期
文
書
一
一
点
の
う
ち
、
宛
所

が
「
本
願
寺
」
と
な
っ
て
い
る
文
書
が
計
四
点
あ
る
こ
と
の
意
味
（
八
木
家

と
本
願
寺
の
関
わ
り
、
主
君
生
駒
氏
を
介
し
て
の
つ
な
が
り
か
）
、
養
子
を

迎
え
た
横
田
内
膳
家
と
八
木
家
の
関
わ
り
な
ど
、
解
明
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

（
三
）
「
八
木
健
次
家
文
書
」
の
目
録
編
成
と
内
容

目
録
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
書
の
公
私
の
別
、
年
代
（
近
世
・
明
治
期

以
降
の
八
木
家
当
主
の
役
職
等
）
や
内
容
に
基
づ
き
、
以
下
の
よ
う
に
大
別

し
た
（
大
項
目
＝
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
①
～
③
）
。
八
木
家
公
的
文
書
（
下
記
①

②
）
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
治
期
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
大
正
期
以
降
の

も
の
は
「
役
職
不
明
・
そ
の
他
Ⅱ
」
の
項
目
に
入
れ
た
。
な
お
、
こ
の
目
録

で
は
、
「
近
世
」
を
明
治
四
年
七
月
（
一
八
七
一
年
八
月
）
の
廃
藩
置
県
以

前
（
前
橋
藩
ま
で
）
と
し
、
「
明
治
期
」
（
近
代
）
を
廃
藩
置
県
以
後
（
第

一
次
群
馬
県
発
足
以
後
）
と
し
た
。
（

）
内
は
文
書
点
数
と
全
文
書
に
対

す
る
割
合
で
あ
る
。

①
近
世
松
平
大
和
守
家
家
臣
関
係
文
書
（
八
三
〇
点
、
四
七
．
六
％
）
、

②
明
治
期
以
降
の
群
馬
県
職
他
関
係
文
書
（
二
〇
五
点
、
一
一
．
八
％
）
、

③
八
木
家
私
的
文
書
（
七
〇
九
点
、
四
〇
．
六
％
）
。

さ
ら
に
、
文
書
の
性
質
、
内
容
、
ま
と
ま
り
（
縛
り
）
な
ど
を
考
慮
し
細

分
化
し
た
（
中
項
目
＝
シ
リ
ー
ズ
、
小
項
目
）
。
一
つ
の
文
書
が
二
つ
以
上

の
分
類
項
目
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
重
複
分
類
は
せ
ず
、
目
録
編
成

者
の
判
断
で
一
方
の
み
の
分
類
配
置
と
し
た
。
以
下
、
大
・
中
・
小
項
目
名

と
そ
の
文
書
点
数
の
み
を
記
す
が
、
詳
細
は
『
同
目
録
』
第
三
一
集
の
解
題

を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
近
世
松
平
大
和
守
家
家
臣
関
係
文
書
（
八
三
〇
点
、
四
七
．
六
％
）

【
召
抱
前
、
白
河
藩
士
、
姫
路
藩
士
】
（
一
二
点
、
〇
．
七
％
）

【
前
橋
藩
士
Ⅰ
】
（
一
二
点
、
〇
．
七
％
）

【
川
越
藩
士
】
（
六
八
点
、
三
．
九
％
）

【
前
橋
藩
士
Ⅱ
他
】
（
七
三
一
点
、
四
一
．
九
％
）
さ
ら
に
小
分
類
七
。

ア
「
勘
定
奉
行
」
（
三
九
四
点
）

イ
「
家
附
会
計
判
事
」
（
一
一
〇
点
）

ウ
「
大
筒
方
心
得
、
高
嶋
流
砲
術
世
話
役
他
（
始
）
」
（
二
九
点
）

エ
「
内
偵
、
半
隊
司
令
官
物
頭
格
（
始
）
」
（
三
九
点
）

オ
「
目
付
役
、
監
察
列
（
始
）
、
そ
の
他
」
（
一
九
点
）

カ
「
権
少
属
・
権
大
属
（
始
）
」
（
九
点
）

キ
「
年
・
役
職
等
不
明
」
（
一
三
二
点
）

【
藩
・
役
職
不
明
、
そ
の
他
】
（
六
点
、
〇
．
三
％
）

②
明
治
期
以
降
の
群
馬
県
職
他
関
係
文
書
（
二
〇
五
点
、
一
一
．
八
％
）

【
群
馬
県
職
Ⅰ
、
熊
谷
県
職
】
（
一
〇
点
、
〇
．
六
％
）

【
群
馬
県
職
Ⅱ
】
（
一
三
三
点
、
七
．
六
％
）
四
時
期
に
小
分
類
し
た
。

ア
「
学
区
取
締
」
（
六
点
）

イ
「
南
勢
多
郡
書
記
、
東
群
馬
郡
書
記
」
（
一
〇
点
）

ウ
「
県
御
用
掛
、
学
務
課
」
（
五
七
点
）

エ
「
東
群
馬
・
南
勢
多
郡
長
、
邑
楽
郡
長
、
勢
多
郡
長
、
他
」
（
六
〇
点
）

【
群
馬
県
職
退
職
後
、
家
扶
、
家
令
な
ど
】
（
三
六
点
、
二
．
一
％
）

【
第
三
十
九
国
立
銀
行
等
社
員
】
（
二
二
点
、
一
．
三
％
）

【
役
職
不
明
・
そ
の
他
】
（
四
点
、
〇
．
二
％
）

③
八
木
家
私
的
文
書
（
七
〇
九
点
、
四
〇
．
六
％
）

【
学
芸
】
（
二
五
七
点
、
一
四
．
七
％
）
さ
ら
に
三
つ
に
小
分
類
し
た
。
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ア
「
典
籍
」
（
一
九
七
点
）

イ
「
学
業
・
進
学
等
」
（
三
二
点
）

ウ
「
短
歌
、
俳
句
、
宝
生
流
、
そ
の
他
」
（
二
八
点
）

【
家
計
・
家
業
】
（
二
四
六
点
、
一
四
．
一
％
）

七
つ
に
小
分
類
。

ア
「
家
計
」
（
三
三
点
）

イ
「
納
税
」
（
四
三
点
）

ウ
「
地
主
」
（
三
七
点
）

エ
「
質
地
証
文
・
売
買
証
文
」
（
一
七
点
）

オ
「
自
宅
新
築
」
（
三
六
点
）

カ
「
石
川
町
土
地
買
上
一
件
」
（
二
七
点
）

キ
「
財
産
、
遺
産
相
続
、
そ
の
他
」
（
五
三
点
）

【
家
政
】
（
一
〇
八
点
、
六
．
二
％
）
さ
ら
に
三
つ
に
小
分
類
し
た
。

ア
「
書
状
等
」
（
六
〇
点
）

イ
「
系
譜
・
事
績
」
（
二
三
点
）

ウ
「
そ
の
他
」
（
二
五
点
）

【
冠
婚
葬
祭
】
（
九
八
点
、
五
．
六
％
）
さ
ら
に
三
つ
に
小
分
類
し
た
。

ア
「
仏
事
」
（
六
七
点
）

イ
「
婚
姻
・
祝
儀
」
（
一
六
点
）

ウ
「
宗
教
、
そ
の
他
」
（
一
五
点
）

な
お
、
同
家
文
書
の
う
ち
戦
国
期
～
近
世
初
期
文
書
の
計
一
一
点
（
目
録

記
載
番
号
は
№
一
五
九
二
と
№
一
五
九
三
の
二
点
、
後
に
№
一
五
九
二
の
一

〇
点
を
枝
番
展
開
し
閲
覧
公
開
、
計
一
一
点
）
は
、
目
録
刊
行
当
時
、
各
文

書
の
年
代
や
真
偽
の
ほ
ど
が
不
明
で
あ
り
私
的
収
集
物
と
し
、
前
記
「
③
八

木
家
私
的
文
書
」
の
ウ
「
短
歌
、
俳
句
、
宝
生
流
、
そ
の
他
」
（
二
八
点
）

の
中
に
位
置
づ
け
た
。
現
時
点
で
は
、
前
記
「
①
近
世
松
平
大
和
守
家
家
臣

関
係
文
書
」
の
前
に
、
「
讃
岐
生
駒
家
家
臣
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
位
置

づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
四
）
平
成
二
五
年
度
事
業
と
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
二
集
作
成

平
成
二
四
年
一
二
月
、
当
館
館
長
か
ら
「
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
の
作

成
に
向
け
て
（
基
本
方
針
）
」
が
示
さ
れ
た
。
二
五
年
度
の
基
本
目
標
の
う

ち
目
録
作
成
、
公
開
普
及
に
関
す
る
二
点
は
、
①
収
蔵
文
書
の
公
開
を
促
進

す
る
た
め
、
日
常
の
整
理
業
務
等
を
見
直
し
迅
速
化
す
る
。
②
収
蔵
文
書
の

利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
発
信
機
能
や
普
及
啓
発
活
動
を
拡
充
す
る
、

で
あ
っ
た
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な
課
題
と
対
策
案
の
う

ち
目
録
編
成
に
関
す
る
二
点
は
、
①
収
蔵
文
書
の
整
理
・
公
開
の
促
進
【
公

文
書
・
古
文
書
係
担
当
】
（
各
係
の
整
理
・
点
検
作
業
等
に
つ
い
て
不
断
の

点
検
と
改
善
策
を
実
施
す
る
）
、
②
広
報
普
及
活
動
の
充
実
【
総
務
普
及
係

担
当
】
（
唯
一
の
情
報
発
信
媒
体
と
し
て
Ｈ
Ｐ
機
能
、
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
拡
充
す
る
）
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
対
策
案
を
具
体
化
す
る
主
な
普
及
事
業
案
に

つ
い
て
、
講
座
関
係
、
展
示
関
係
、
そ
の
他
普
及
活
動
、
刊
行
物
関
係
が
示

さ
れ
た
。
目
録
編
成
に
関
わ
る
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
活
用
に
よ
る
『
収

蔵
文
書
目
録
』
の
発
行
（
古
文
書
係
担
当
）
、
『
行
政
文
書
件
名
目
録
』
の

発
行
（
公
文
書
係
担
当
）
な
ど
の
業
務
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
い
う
方

針
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
指
針
を
受
け
、
『
収
蔵
文
書
目
録
』
第
三
二
集
や
『
行
政

文
書
件
名
目
録
』
を
本
館
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
、
以

下
の
二
点
を
考
え
て
み
た
。
ま
ず
第
一
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
目
録

（
Ａ
四
判
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
に
し
て
ア
ッ
プ
す
る
に
は
、
ど
れ
く
ら
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い
の
ペ
ー
ジ
数
が
適
当
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
で
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
「
文
書
館
だ
よ
り
」
や
「
年
報
」
な
ど
に
加
え
て
可
能
な
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
当
館
総
務
普
及
係
の
Ｈ
Ｐ
担
当
者
に
よ
る
と
、
ペ
ー
ジ
数
や

パ
ソ
コ
ン
性
能
に
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
所
用
時
間
は
変
わ
る
が
、
『
収
蔵

文
書
目
録
』
の
場
合
、
現
在
の
一
六
〇
ペ
ー
ジ
余
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
紙
媒
体
で
作
成
す
る
目
録
は
、
ど
の
よ
う
な
装
丁
の
も
の
を
何

冊
作
成
し
、
ど
こ
に
、
何
冊
く
ら
い
配
備
す
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

今
回
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
諸
先
生
方
が
繰
り
返
し
指

摘
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
る
諸
々
の
不
便
さ
、

保
存
の
危
う
さ
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
紙
媒
体
の
目
録
を
あ
る
程
度
作
成
す
る

必
要
性
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
今
後
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
当
館
の
目
録
作
成
の
歴
史
・
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、『
収

蔵
文
書
（
分
類
）
目
録
』
の
作
成
を
中
心
に
概
観
し
、
考
察
を
試
み
た
。
目

録
作
成
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
点
を
調
べ
る
ほ
ど
、
当
館
諸
先
輩
方
の
長
年

の
苦
労
や
創
意
工
夫
な
ど
が
わ
か
り
、
業
務
に
関
す
る
考
え
方
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

先
述
の
よ
う
に
、
予
算
・
経
費
等
の
面
か
ら
今
年
度
よ
り
『
収
蔵
文
書
目

録
』
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ
が
予
定
・
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
刊
行
本

よ
り
も
利
用
者
数
が
飛
躍
的
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
（
場
所
・
時
間
の
制

約
を
受
け
な
い
こ
と
等
）
。
目
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
点
と
し
て
は
、
物
を

保
存
管
理
す
る
場
合
と
比
較
し
て
経
費
・
場
所
等
を
節
約
し
つ
つ
大
量
の
情

報
を
保
存
で
き
る
点
が
あ
る
。
目
録
作
成
の
意
義
は
、
利
用
者
の
検
索
の
便

宜
を
図
る
こ
と
、
文
書
の
保
存
管
理
や
職
員
の
技
能
向
上
等
に
あ
る
の
で
、

我
々
は
よ
り
一
層
内
容
の
充
実
し
た
も
の
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
日
々
研
鑽
に
つ
と
め
、
史
料
管
理
の
技
能
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
筆
者
自
身
が
、
目
録
類
の
一
番
の
利
用

者
と
な
り
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
利
用
し
や
す
い
目
録
に
な
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
を
常
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注

埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
編
『
地
域
文
書
館
の
設
立
に
向
け
て

３

諸
家
文

(1)
書
の
収
集
と
整
理
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
発
行
）

群
馬
県
立
文
書
館
編
『
群
馬
県
立
文
書
館
例
規
集
』
（
一
九
九
三
年
三
月
）、
そ
の
他
よ
り

(2)

現
在
は
、
よ
り
綿
密
な
事
前
調
査
に
基
づ
き
収
集
し
て
い
る
。

(3)

『
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
』
（
群
馬
県
立
文
書
館
、
第
一
集

昭
和
五
八
年
三
月
～

(4)
第
三
一
集

平
成
二
五
年
三
月
）

参
考
文
献
・
資
料
な
ど

①

埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
編
『
地
域
文
書
館
の
設
立
に
向
け
て

５

地
域
史

料
の
検
索
と
活
用
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
発
行
）

②

安
藤
正
人
『
記
録
史
料
学
と
現
代

―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
を
め
ざ
し
て
―
』
（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
八
年
六
月
一
日
発
行
）

③

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学

上
・
下
巻
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇

三
年
一
〇
月
三
〇
日
発
行
）

④

『
群
馬
県
史
収
集
複
製
資
料
目
録
』
（
群
馬
県
立
文
書
館
、
第
一
集

平
成
六
年
三
月
～
第
四

集

平
成
九
年
三
月
）

⑤

『
群
馬
県
行
政
文
書
簿
冊
目
録
』
（
群
馬
県
立
文
書
館
、
第
一
集

昭
和
五
九
年
三
月
～
第
七

集

平
成
二
年
三
月
）

⑥

『
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録
』
（
群
馬
県
立
文
書
館
、
第
一
集

昭
和
六
二
年
三
月
～
第
二

二
集

平
成
二
二
年
三
月
）
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№ 作成年度 集番号 　請求番号 所在地・伝存地 文　書　名 文書点数 担当者名 頁数 型 価格等 予算額

1 昭和57年度 第１集 Ｐ０８００５ 沼田市下久屋町 倉品右近家文書 2,723 157 Ｂ５ ¥1,000

2 昭和58年度 第２集 Ｐ０８１０５ 高崎市下滝町 天田壮家文書 4,460 駒形義夫 319 Ｂ５ ¥2,100

多野・藤岡地区諸家文書（１） 3,858

Ｐ８１１６ 多野郡新町 田口基家文書 509 岡田昭二

Ｐ８１１７ 藤岡市中大塚 小林小五郎家文書 2,711 田中康雄

Ｐ８１０９ 藤岡市保美 高橋辰巳家文書 237 山田叔子

Ｐ８２０１ 藤岡市高山 黒沢一郎家文書 162 駒形義夫

Ｐ８２０７ 藤岡市下日野 栗崎智康家文書 239 小沢賢二

利根・吾妻地区諸家文書（１） 1,653

Ｐ８１１４ 利根郡片品村 入沢文三家文書 259 岡田昭二

Ｐ８２０８ 利根郡利根村 鈴木順一家文書 589 小沢賢二

Ｐ８００２ 沼田市奈良町 石田侃家文書 311 駒形義夫

Ｐ８１１０ 沼田市下沼田町 片山寛寿家文書 97 山田叔子

Ｐ８１０１ 沼田市沼須町 小林正義家文書 397 田中康雄

勢多・前橋地区諸家文書（１） 1129

Ｐ８３１４ 富士見村石井 中島岩雄家文書 445 小沢賢二

Ｐ８３０５ 富士見村横室 萩原満家文書 354 岡田昭二

Ｐ８２０９ 前橋市新堀町 新堀町自治会文書 123 山田叔子

Ｐ８００１ 前橋市南町
井田笑子家文書（前橋藩松平家家
臣渡辺家） 199 駒形義夫

Ｐ８３１５ 埼玉県越谷市
速水益男家文書（前橋藩松平家家
臣） 8 駒形義夫

6 昭和62年度 第６集 Ｐ８００３ 吾妻町岩井 伊能光雄家文書（１） 16,308 岡田昭二 238 Ｂ５ ¥1,500

7 昭和63年度 第７集 Ｐ８００３ 吾妻町岩井 伊能光雄家文書（２） 16,308 岡田昭二 243 Ｂ５ ¥1,600

8 平成元年度 第８集 Ｐ８００３ 吾妻町岩井 伊能光雄家文書（３） 16,308 岡田昭二 165 Ｂ５ 在庫なし

9 平成２年度 第９集 Ｐ８１０８ 藤岡市保美 清水てつ家文書 4,040
高見沢
田中康雄 243 Ｂ５ 在庫なし

勢多・前橋地区諸家文書（２） 2,663

Ｐ０８８０９ 前橋市 鹿沼誠家文書（前橋藩松平家家臣） 54

Ｐ８７１２ 月夜野町下津
川木敏夫家文書（前橋藩松平家家
臣） 50

Ｐ８８０８ 前橋市総社町
和田正雄家文書（前橋藩松平家家
臣） 63

Ｐ０８１０７ 前橋市
豊田芳郎家文書（前橋藩松平家家
臣） 41

Ｐ０８４２２ 多野郡吉井町
大沢末男氏収集文書（前橋藩松平
家家臣杉山家） 7

Ｐ８７０１，
Ｐ８７０１

前橋市本町 勝山敏子家文書 1,701

Ｐ８５０２ 前橋市総社町 久保原要一家文書 108
Ｐ８４２８ 前橋市元総社町 都木初美家文書 639

11 平成４年度 第１１集 Ｐ８２１４ 鬼石町三波川 飯塚馨家文書（１） 18,519 鈴木一哉 314 Ｂ５ ¥2,200

12 平成５年度 第１２集 Ｐ８２１４ 鬼石町三波川 飯塚馨家文書（２） 18,519 鈴木一哉 264 Ｂ５ 在庫なし

13 平成６年度 第１３集 Ｐ８２０２ 藤岡市高山 坂本計三家文書 13,587 宮崎俊弥 197 Ａ４ ¥1,700

14 平成７年度 第１４集 Ｐ８２１３ 下仁田町本宿 神戸金貴家文書（１） 20,422 高見沢・鈴木 216 Ａ４ ¥2,300

15 平成８年度 第１５集 Ｐ８２０５ 上野村乙父 黒沢丈夫家文書 6,902
高見沢
小山友孝 168 Ａ４ ¥2,100

吾妻地区諸家文書（１） 5,792

Ｐ７９０１ 吾妻町大戸 上原清彦家文書 708

Ｐ０９５０５ 吾妻町大戸 上原定一郎旧蔵文書 1,265

Ｐ８８１５ 吾妻町本宿 佐田知治家文書 884

Ｐ７８０１ 吾妻町植栗 関緑家文書 2,040

Ｐ８９０７ 長野原町林 浦野恒彦家文書 115

Ｐ８８１１ 長野原町大津 長野原町第六区（大津）区有文書 39

Ｐ８８１２ 長野原町大津
黒岩今朝松家（黒岩喜四郎氏収集）
文書 17

Ｐ９００３ 長野原町大津 市村了家文書 352

Ｐ９００２ 長野原町大津 市村一夫家文書 276

Ｐ０８４２６ 長野原町大津 浅見喜義家文書 96

17 平成１０年度 第１７集 Ｐ８２１３ 下仁田町本宿 神戸金貴家文書（２） 20,422
高見沢保
鈴木 271 Ａ４ ¥1,900

¥1,90016 平成９年度 第１６集

小山友孝
鈴木一哉
新井幸弘
樫沢恭子
永井敏江

248 Ａ４

10 平成３年度 第１０集

山田叔子
岡田昭二
田島　亙
干川明子

218 Ｂ５ ¥1,600

5 昭和61年度 第５集 185 Ｂ５ 在庫なし

【資料１】『群馬県立文書館収蔵文書目録』刊行一覧

3 昭和59年度 第３集 198 Ｂ５ 在庫なし

4 昭和60年度 第４集 203 Ｂ５ 在庫なし
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№ 作成年度 集番号 　請求番号 所在地・伝存地 文　書　名 文書点数 担当者名 頁数 型 価格等 予算額

利根・沼田地区諸家文書（２） 9,316

Ｐ８７１３ 新治村羽場 原澤正明家文書 230

Ｐ８５０３ 新治村羽場 林孝雄家文書 907

Ｐ８００４ 新治村東峰須川 河合雄一郎家文書 885

Ｐ８８０２ 新治村猿ヶ京 笛木昌二家文書 638

Ｐ８４１８ 新治村永井 笛木四郎右衛門家文書 6,656

北群馬・渋川地区諸家文書（１） 2,061

Ｐ８４２５ 渋川市阿久津 勝田武雄家文書 156

Ｐ８２１９ 榛東村新井 岡部市弥家文書 269

Ｐ９１０６ 子持村北牧 子持村北牧総代管理文書 1,568

ＦＰ９７０１ 子持村 阿久澤順一家文書 68

邑楽・館林地区諸家文書（１） 3,736

Ｐ９４０５ 大泉町下小泉 濱野さく家文書 2,020 岡田昭二
ＦＰ９６０６・
Ｐ８４０８

明和町大佐貫ほか 小池篤氏収集文書 1,716 小澤賢二

群馬・高崎地区諸家文書（１） 5,309

Ｐ８２１６ 高崎市根小屋町 高崎市根小屋町区有文書 1,469 岡田昭二

Ｐ８１０４ 高崎市京目町 京ケ島公民館文書 93 今井啓介

Ｐ８２０３ 群馬町中泉 横山雄二郎家文書 3,530 小澤賢二

Ｐ８４０９ 榛名町榛名山 門倉善太郎家文書 217 水石理也

甘楽・富岡地区諸家文書（１） 2,411

Ｐ８５１５ 富岡市 尾崎忠男家文書 1,438

Ｐ０８４０５ 富岡市富岡 阪本千太郎家旧蔵文書 233

Ｐ０８７１５ 富岡市 杉山洋一家文書 23

ＦＰ９４０６ 下仁田町 勅使川原文江家文書 41

Ｐ９５０４ 下仁田町青倉 武井幸男家文書 137

Ｐ０９１０３ 南牧村 三沢一也氏収集文書 103

Ｐ０８２１２ 南牧村砥沢ほか 上岡高行家文書 436

多野・藤岡地区諸家文書（２） 6,318

Ｐ８２０６ 藤岡市下日野 小此木千代子家文書 4,300 小澤賢二

Ｐ８６０１ 藤岡市藤岡 大戸文冶郎家文書 1,705 今井啓介

Ｐ８６０３ 鬼石町浄法寺 黒崎太朗家文書 313 岡田昭二

太田・桐生地区諸家文書 3,768

Ｐ０８８０７ 尾島町武蔵島 宮下八郎家文書 1,896

Ｐ０９６０７ 薮塚本町大原 滝原經男家旧蔵文書 689

Ｐ０８１０２ 太田市藤久良 山根鐓家文書 54

Ｐ８３０９ 尾島町世良田 高橋富雄家文書 208

Ｐ９４０８ 大間々町桐原 石原啓司家文書 390

Ｐ９６１１ 桐生市 林晴嵐氏収集文書 151

Ｐ８４１３ 桐生市平井町 佐鳥英雄家文書 370

Ｐ９６０５ 太田市細谷 冠稲荷神社文書 3

Ｐ９９０３ 新田町大根 小林惠佐男文書 5

Ｐ９００６ 大間々町桐原 深沢博介家文書 2

利根・沼田地区諸家文書（３） 4,457

Ｐ９００４ 沼田市 角田光枝家文書 2,596 阿久津聡

Ｐ８５０７ 白沢村平出 小野武男家文書 302 佐藤亨彦

Ｐ９８０８ 利根村柿平 利根村柿平区有文書 328 岡田昭二

Ｐ９３０２ 月夜野町月夜野 中閑均家文書 206 佐藤亨彦

Ｐ９００７ 新治村須川 新治村須川笠原惣代文書 535 中島潔

Ｐ９３１２ 新治村須川 笠原壮健文書 5 中島潔

Ｐ９２０３ 新治村相俣 竹内俊鳳氏収集文書 190 中島潔

Ｐ９６０４ 新治村相俣 笛木ふう子家文書 295 樫沢恭子

前橋地区諸家文書（１） 5,249

Ｐ８３０３ 前橋市龍蔵寺町 前橋市龍蔵寺町自治会文書 811 佐藤亨彦

Ｐ８３１２ 前橋市小神明町 前橋市小神明町自治会文書 2,117 阿久津聡

Ｐ８２１５ 大胡町上大屋 大胡町上大屋区有文書 1,210 岡田昭二

Ｐ８３０１ 大胡町茂木 大胡町茂木第二区有文書 1,111 中島潔

26 平成１９年度 第２６集 235 Ａ４ ¥1,100

¥1,049,763

９００部

25 平成１８年度 第２５集 238 Ａ４ ¥1,000

¥1,049,763

24 平成１７年度 第２４集

岡田昭二
阿久津聡
佐藤里恵
今井啓介

192 Ａ４

９００部

23 平成１６年度 第２３集 200 Ａ４ ¥1,200

¥1,190,353

９００部

¥1,100

¥1,046,535

９００部

¥1,445,850

１０００部

22 平成１５年度 第２２集

小澤賢二
岡田昭二
水石理也
今井啓介

186 Ａ４ ¥1,200

¥1,253,427

21 平成１４年度 第２１集 207 Ａ４ ¥1,400

９００部

¥1,300

20 平成１３年度 第２０集 163 Ａ４ ¥1,300

19 平成１２年度 第１９集

佐藤健
今井啓介
小澤賢二
岡田昭二

150 Ａ４

18 平成１１年度 第１８集

小澤賢二
新井幸弘
佐藤健
岡田昭二

227 Ａ４ ¥1,700
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【資料２】『群馬県立文書館収蔵文書目録』の予算額の変遷
（過去１１年間）

年　度 予算額

平成14年 ¥1,445,850

平成15年 ¥1,253,427

平成16年 ¥1,190,353

平成17年 ¥1,046,535

平成18年 ¥1,049,763

平成19年 ¥1,049,763

平成20年 ¥874,062

平成21年 ¥874,127

平成22年 ¥677,049

平成23年 ¥481,425

平成24年 ¥388,500

（群馬県立文書館　古文書目録作成簿冊平成１４年度～平成２３年度などにより作成）
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№ 作成年度 集番号 　請求番号 所在地・伝存地 文　書　名 文書点数 担当者名 頁数 型 価格等 予算額

吾妻地区諸家文書（２） 4,191

Ｐ９９０７ 吾妻町原町 増田公平家文書 146 岡田昭二

Ｐ９３０５ 吾妻町三島 高橋忠克家文書 1,109 佐藤亨彦

Ｐ９２０５ 長野原町長野原 長野原区有文書 318 岡田昭二

Ｐ０２０２ 長野原町大津 市村平八郎家文書 494 岡田昭二

Ｐ０１０６ 長野原町羽根尾 長野原町羽根尾区有文書 2,025 中島潔

Ｐ９８０１ 長野原町羽根尾 唐沢市太郎家文書 99 岡田昭二

利根郡昭和村諸家文書 5,772

Ｐ８１１１ 昭和村森下 真下一久家文書 4,970 中島潔

Ｐ０８７１６ 昭和村森下 真下文男家文書 383 須藤聡

Ｐ８２０４ 昭和村生越 林成一家文書 419 阿久津聡

29 平成２２年度 第２９集 Ｐ８２１７ 鬼石町譲原 山田松雄家文書 2,878 岡田昭二 143 Ａ４ ¥1,190 ¥677,049

福島英一家文書・新治村布施区有文書 3,565

Ｐ０１１０ 佐波郡境町東 福島英一家文書 2,043 須藤聡

Ｐ８７０４ 新治村布施 新治村布施区有文書 1,522 阿久津聡 ７００部

八木健次家文書・長野原町応桑区有文書 3,420

Ｐ０９７０２ 前橋市 八木健次家文書 1,595 関口荘右

Ｐ９５０１ 長野原町応桑 長野原町応桑区有文書 1,825 阿久津聡 ４００部

合計 収蔵文書目録収録文書数計 163,557

平均 １冊当たり平均収録文書点数 5,276 頁数平均 213 ¥1,399

（『群馬県立文書館収蔵文書目録　第１～第30集』、「群馬県立文書館年報　平成２３年度版」などより作成）

¥481,425

31 平成２４年度 第３１集 Ａ４
¥388,500

30 平成２３年度 第３０集 164 Ａ４ ¥900

９００部

28 平成２１年度 第２８集 219 Ａ４ ¥950

¥874,127

９００部

27 平成２０年度 第２７集 217 Ａ４ ¥950

¥874,062
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【資料３】『収蔵文書目録』前橋藩松平家家臣４家文書の階層構造

作成年度 　請求番号 文書群名（フォンド） 点数 サブフォンド 点数 シリーズ 点数

昭和61年度 支配 3
（1986年度） 法・規範 1

第５集 金融 2
系譜・家憲・履歴 3
辞令・発令通知・
委嘱状・卒業証

書・感謝状
101

学芸 6
武芸 21
音信 23

写真・絵はがき 12
地形図 27

平成３年度 松平氏宛行状 7
（1991年度） 記録 5

第１０集 松平氏 2
系図 2

閑窓雑誌 27

写真 9
地図 1

その他 1
松平氏宛行状 12

目録 1
拝領品書上 5

雑記 3
回忌書上 9
家系調べ 13

褒状 1
地券 2
写真 1

その他 3
和田家
松平氏宛行状 6
拝領品目録 12

雑記他 6
武芸 4

嘉応寺家
松平氏宛行状 10
拝領品目録 6

勳記 1

卒業証書 2

両家不分明文書 16

※上下20冊に、伝記、
天災・人災、騒動、手
形、物語・歌、系図な
どを収録。著名な人
物、事件、事柄など。

Ｐ８８０８
和田正雄家文書（前橋
藩松平家家臣）

63

※寄託者の和田正雄
氏の実家が嘉応寺
家。正雄氏は、和田家
に養子として入った。
兄２人も和田家に引き
取られたことなどによ
り、嘉応寺家文書が
和田家に残った。

Ｐ０８８０９
鹿沼誠家文書（前橋藩

松平家家臣）
54

Ｐ８７１２
川木敏夫家文書（前橋
藩松平家家臣）

50

家 104
Ｐ８００１

井田笑子家文書（前橋
藩松平家家臣渡辺家）

199



- 16 -

【

史

料

紹

介

】

前

橋

藩

士

八

木

家

に

伝

来

し

た

中

世

文

書

秋

山

正

典

は
じ
め
に

前
橋
藩
士
八
木
家
に
伝
存
す
る
一
、
七
〇
〇
点
余
の
文
書
群

の
な
か
か

(1)

ら
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
を
は
じ
め
と
す
る
数
点
の
中
世
文
書
と
、
戦
国

期
か
ら
近
世
初
期
の
大
名
・
武
将
の
花
押
を
切
り
取
り
、
貼
付
さ
れ
た
花
押

集
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
。八

木
健
次
家
文
書
は
、
平
成
九
年
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
同
時
期
に
武

具
・
甲
冑
を
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
に
、
萩
原
朔
太
郎
関
係
の
書
簡
を
前
橋

文
学
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
群
馬
県
史
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
自
治

体
誌
や
大
学
の
調
査
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
新
出
の
古
文
書
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

八
木
家
の
来
歴
と
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て

八
木
家
の
家
祖
は
隼
人
と
い
う
人
物
で
播
磨
国
飾
磨
郡
を
出
自
と
し
、
隼

人
以
前
は
讃
岐
国
生
駒
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

戦
国
期
生
駒
氏
は
尾
張
国
・
美
濃
国
を
拠
点
と
し
、
信
長
・
秀
吉
に
仕
え
、

豊
臣
政
権
下
で
は
三
中
老
の
一
人
に
抜
擢
さ
れ
、
讃
岐
国
高
松
十
七
万
石
を

与
え
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
で
も
大
名
と
し
て
存
続
す
る
が
、
寛
永
十
七
年
（
一

六
四
〇
）
に
御
家
騒
動
が
原
因
で
改
易
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
八
木
家
は
生

駒
家
を
致
仕
し
て
播
磨
国
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

隼
人
に
実
子
は
な
く
、
横
田
内
膳
の
九
男
を
養
子
に
迎
え
権
左
衛
門
と
称
し
、

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
姫
路
藩
主
松
平
直
矩
に
仕
官
し
た

。
権
左
衛

(2)

門
の
仕
官
は
、
姉
が
直
矩
の
側
室
に
な
っ
た
縁
故
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
当
家
は
、
奥
州
白
河
な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に
松
平
家
は
前
橋
藩
に
転

封
と
な
り
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

な
お
詳
し
い
八
木
家
の
来
歴
に
つ
い
て
は
『
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書

目
録

』
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

31
こ
れ
ら
の
中
世
文
書
は
近
世
以
降
に
作
製
さ
れ
た
「
珎
書
」
と
書
か
れ
た

包
紙
に
十
点
の
古
文
書
が
包
ま
れ
（
【
表
１
】
参
照
）
、
鎧
櫃
の
な
か
で
鎧

を
支
え
る
緩
衝
材
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
近
年
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
文
書
群
の
な
か
で
直
接
八
木
家
に
関
係
す
る
の
は
蹴
鞠
に
関
す
る
書

状
二
通
の
み
で
、
信
長
・
秀
吉
文
書
も
す
べ
て
本
願
寺
で
あ
る
。

伝
来
の
経
緯
と
し
て
八
木
家
あ
る
い
は
横
田
家
が
、

（
１
）
直
接
本
願
寺
か
ら
拝
領
し
た
。

（
２
）
仕
官
し
た
松
平
家
か
ら
下
賜
さ
れ
た
。

（
３
）
古
文
書
を
収
集

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

横
田
氏
の
出
自
は
本
願
寺
の
坊
官
で
あ
り
、
そ
の
関
係
で
本
願
寺
よ
り
中
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世
文
書
を
拝
領
し
た
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る

。
と
す
る
な
ら
ば
（
１
）

(3)

が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
が
、
花
押
集
に
も
横
田
内
膳
宛
が
二
点
確

認
さ
れ
て
い
る
。

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
文
書
に
つ
い
て

こ
の
信
長
・
秀
吉
文
書
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
花
押
集
の
作
製
の
過
程

で
破
壊
を
免
れ
、
珍
書
と
し
て
今
日
ま
で
原
形
を
留
め
た
文
書
で
あ
る
と
い

う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る

。
(4)

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

請求番号 文書番号 文　書　名 年　月　日 差　出 宛 縦(㎝） 横(㎝） 形態 備　考

P09702 №1592-1 〔八木清右衛門宛蹴鞠・鴨沓免許状〕 正月晦日 雅庸 八木清右衛門尉殿 34.5 45.8 竪紙

P09702 №1592-2 太閤様御判 （天正８年ヵ）閏3月18日 羽柴藤吉郎秀吉（花押） 2.0 4.4 花押

P09702 №1592-3 〔織田信長朱印状〕 天正4年2月15日 （朱印）（天下布武） 本願寺 29.8 44.7 折紙

P09702 №1592-4 〔八木隼人宛蹴鞠・糸紐免許状〕 2月18日 雅庸 八木隼人正殿 34.5 45.4 竪紙

P09702 №1592-5 〔本美濃守宛書状〕 卯月27日 本門ヵ 本美濃守御宿所 35.0 48.4 折紙

P09702 №1592-6 〔松平左衛門尉宛書状〕 極月18日 本門ヵ 松平左衛門尉御宿所 36.3 48.5 折紙

P09702 №1592-7 〔豊臣秀吉朱印状〕 5月2日 （朱印）（豊臣秀吉） 本願寺殿 46.2 65.3 折紙

P09702 №1592-8 紺地金泥御経文　菅丞相御真筆 19.5 29.2

P09702 №1592-9 〔本願寺宛書状〕 12月21日 ■■（花押） 本願寺人々御中 17.1 48.5 切紙 切封・墨引

P09702 №1592-10 〔織田信長黒印状〕 正月28日 信長（黒印） 本願寺 17.1 50.0 切紙 切封・墨引

P09702 №1593 花押集 30.0 557.5 継紙

【表１】　 P09702 八木健次家文書　中世文書一覧
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〔
織
田
信
長
朱
印
状
〕
（
折
紙
）

№
一
五
九
二
‐
三

当
寺
事
令

赦
免
候
上
者
、
参
詣

衆
并
末
寺
等
、
如

先
々
不
可
有
異
儀

状
、
如
件

天
正
四

(

天
下
布
武)

二
月
十
五
日(

朱
印)

本
願
寺

【
解
説
】

料
紙
は
折
紙
で
、
楮
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

内
容
は
石
山
合
戦
で
の
和
睦
で
、
信
長
が
本
願
寺
に
対
し
て
、
門
徒
や
末

寺
に
不
穏
な
動
き
を
さ
せ
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
。

「
赦
免
」

と
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
睦
と
い
う
よ

(5)

り
許
す
と
い
う
感
覚
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に
伊

勢
長
島
、
越
前
の
一
向
一
揆
は
制
圧
さ
れ
て
お
り
、
信
長
の
本
願
寺
に
対
す

る
優
位
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
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〔
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
〕
（
折
紙
）

№
一
五
九
二
‐
七

為
端
午
祝

儀
、
生
帷
子
五

到
来
悦
覚
候
、

猶
木
下
大
膳
大
夫

可
申
候
、
恐
々
謹
言

五
月
二
日
（
朱
印
）

本
願
寺
殿

【
解
説
】

料
紙
は
折
紙
で
大
高
檀
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
破
損
の
た
め
か
裏
打
ち
を

施
し
て
い
る
。

内
容
は
、
端
午
の
節
句
に
本
願
寺
が
秀
吉
に
帷
子
を
献
上
し
た
こ
と
に
対

す
る
礼
状
で
あ
る
。

文
中
の
「
木
下
大
膳
大
夫
」
は
木
下
吉
隆
で
、
秀
吉
の
側
近
と
思
わ
れ
る
。
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〔
織
田
信
長
黒
印
状
〕
（
切
紙
）

№
一
五
九
二
‐
一
〇

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

「

本
願
寺

信
長
」

（
端
裏
）

「
（
切
封
・
墨
引
）

」

就
肇
春
之
儀
、
太
刀

一
腰
・
馬
一
疋
祝
着
候
、

誠
慶
事
珍
重
候
、

猶
宮
内
卿
法
印
可
申
宣
候
、

恐
々
謹
言

(

天
下
布
武)

正
月
廿
八
日

信
長(

黒
印)

本
願
寺

【
解
説
】

料
紙
は
切
紙
で
雁
皮
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
端
裏
に
は
切
封
と
墨
引
の
形

跡
が
あ
る
。

内
容
は
、
年
頭
の
礼
で
本
願
寺
が
信
長
に
太
刀
・
馬
を
献
上
し
た
こ
と
に

対
す
る
礼
状
で
あ
る
。

「
宮
内
卿
法
印
」
は
信
長
の
側
近
で
あ
る
松
井
夕
閑
で
あ
り
、
対
本
願
寺

外
交
の
取
次
を
つ
と
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
書
状
と
同
様
に

歳
暮
・
重
陽
な
ど
贈
答
に
対
す
る
信
長
の
黒
印
状
は
数
通
確
認
さ
れ

、
い

(6)

ず
れ
も
松
井
友
閑
が
取
次
を
つ
と
め
て
い
る
。
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花
押
集
に
つ
い
て

戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
の
武
将
・
大
名
の
書
状
か
ら
差
出
の
部
分
を
切

り
取
り
、
貼
付
し
た
史
料
で
あ
る
。
印
判
は
な
く
全
て
花
押
で
あ
る
。
点
数

は
一
八
〇
点
・
連
署
の
花
押
が
あ
り
重
複
を
含
め
て
一
八
五
名
で
あ
る
。
寸

法
は
縦
三
〇
．
〇
㎝
、
横
五
五
七
．
五
㎝
と
巨
大
な
史
料
で
あ
る
。

作
製
経
緯
や
用
途
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
可
能
性
と
し

て
、
以
下
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

（
ａ
）
観
賞
用

（
ｂ
）
お
手
本

（
ｃ
）
古
文
書
の
真
贋
の
判
定
用

現
段
階
で
は
花
押
の
配
列
に
規
則
性
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
大
ま
か
な
構

成
と
し
て
前
半
は
戦
国
期
の
大
名
・
武
将
と
近
世
初
期
の
大
藩
の
外
様
大

名
、
後
半
は
小
藩
の
外
様
大
名
と
譜
代
大
名
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
写

真
１
・
２
）
前
半
は
切
り
取
ら
れ
た
料
紙
の
大
き
さ
や
花
押
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
形
状
も
個
性
的
で
あ
る
が
、
後
半
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
没
個
性
的
に
な

っ
て
く
る
。
ま
た
前
半
で
は
官
途
・
受
領
は
自
筆
な
の
に
対
し
て
、
後
半
で

は
後
筆
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
作
製
段
階
で
識
別
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
恐
れ
、
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
跡
は
ほ
ぼ
同
一
人
物
の
手

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
署
名
・
花
押
以
外
に
も
日
付
や
宛
所
が
書
か
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
年
号
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
か
ら

年
次
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
べ
て
の
人
物
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
分
に
推
測
の
域
を
含
む

こ
と
は
否
め
な
い
が
、
一
覧
に
す
る
と
【
表
２
】
に
な
る
。
戦
国
期
で
は
将

軍
足
利
義
輝
ヵ(

№

)

・
義
昭
（
№
４
）
を
筆
頭
に
武
田
勝
頼
（
№

・

）
、

19

100

189

大
友
宗
麟
（
№

・

）
、
長
宗
我
部
元
親
（
№

）
、
宇
喜
多
直
家
（
№

23

28

18

）
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
毛
利
元
就
の
息
子
で
あ
る
吉
川
元
春
・
小
早
川

41隆
景
と
重
臣
二
名
の
計
四
名
の
連
署
の
花
押
も
あ
る
（
№

写
真
１

右
か

69

ら
二
番
目
下
段
）
。

細
川
忠
興
（
№
６
）
、
前
田
利
長
（
№
９
）
、
伊
達
政
宗
（
№

）
、
蒲
生

24

氏
郷
（
№

写
真
１
最
右
上
段
）
な
ど
、
羽
柴
姓
を
称
す
る
も
の
は
七
点

66

あ
り
、
い
ず
れ
も
豊
臣
政
権
時
代
の
花
押
で
あ
る
。
ま
た
子
飼
い
の
武
将
石

田
三
成
（
№
７
）
、
加
藤
清
正
（
№

）
、
福
島
正
則
（
№

・

）
な
ど

190

11

130

の
花
押
も
あ
る
。

近
世
初
期
で
は
徳
川
・
松
平
一
門
と
し
て
徳
川
義
直
（
№

）
を
は
じ
め

32

十
数
名
の
花
押
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
官
途
・
受
領
か
ら
の
推
測
で
花
押
自
体

は
未
確
認
な
が
ら
、
結
城
秀
康
の
子
と
思
わ
れ
る
も
の
が
三
点
あ
っ
た
（
忠

直
№
８
、
忠
昌
№
５
、
直
政
№

）
。
八
木
家
が
仕
官
し
た
の
は
こ
の
越
前

22

松
平
氏
の
系
統
で
あ
る
。
な
お
松
平
姓
を
称
す
る
者
は
総
勢
十
六
名
で
、
そ

の
う
ち
外
様
で
あ
る
池
田･

毛
利
氏
な
ど
六
名
を
含
む
。

最
も
多
い
の
が
、
譜
代
大
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
多
正
純
（
№

・
21

･

）
、
土
井
利
勝
（
№

・

）
、
青
山
忠
俊
（
№

写
真
２

右
か

52

79

96

171

149

ら
３
番
目
最
上
段
）
な
ど
非
常
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

外
様
大
名
は
浅
野
氏
（
長
政
№

、
長
晟
№

・

な
ど
）
、
池
田
氏
（
利

47

48

124

隆
№

・

、
忠
継
№

、
忠
雄
№

）
、
毛
利
氏
（
輝
元
№

写
真
１

42

64

46

16

72

左
か
ら
三
番
目
下
段
、
秀
就
№

･

、
秀
元
№

）
が
多
い
。
こ
れ
に

25

29

122

加
え
て
前
述
の
加
藤
氏･

福
島
氏
が
な
ど
加
わ
る
。
譜
代
大
名
に
比
べ
て
、

大
藩
の
外
様
大
名
は
限
定
さ
れ
る
。

珍
し
い
と
こ
ろ
で
茶
人
古
田
織
部
（
№

写
真
４
）
、
黒
衣
の
宰
相
金

51

地
院
崇
伝
（
№

）
や
大
久
保
長
安
（
№

）
、
柳
生
宗
矩
（
№

）
と
覚

62

80

175

し
き
花
押
も
あ
る
。

地
域
別
で
は
西
国
の
大
名
・
武
将
が
多
く
、
東
国
の
武
将
は
少
な
い
よ
う
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に
思
わ
れ
る
。

次
に
八
木
家
と
花
押
集
を
繋
ぐ
接
点
を
考
え
て
い
き
た
い
。
史
料
は
全
部

で
九
点
で
あ
る(

№

･
･

・

・

・

と
前
述
の
越
前
松
平
氏
三

51

74

91

106

135

189

点)

。
八
木
家
と
直
接
関
係
が
あ
る
の
は
、
村
上
頼
勝
の
花
押
（
№

写

74

真
３
）
で
あ
る
。
宛
所
は
八
木
清
右
衛
門
尉
で
あ
る
。
頼
勝
は
丹
羽
長
秀
に

仕
え
、
長
秀
没
後
は
堀
秀
政
の
与
力
と
な
り
加
賀
国
小
松
城
主
と
な
る
。
江

戸
時
代
に
は
越
後
国
村
上
藩
主
と
な
っ
た
人
物
で
、
没
年
は
慶
長
末
期
で
あ

る
。
村
上
氏
と
八
木
家
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
家
譜

な
ど
八
木
家
に
所
蔵
さ
れ
て
る
史
料
群
か
ら
こ
の
文
書
の
存
在
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

ま
た
清
右
衛
門
は
雅
庸
と
い
う
人
物
か
ら
蹴
鞠
の
鴨
沓
免
許
を
認
め
ら
れ

て
い
る

。
蹴
鞠
は
飛
鳥
井
家
が
家
業
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
が
飛
鳥

(7)

写真１ 戦国武将の花押（№ 65~76）

写真２ 近世譜代大名の花押（№ 139~178）

井
雅
庸
で
あ
る
な
ら
ば
、
没
年
か
ら
発
給
は
少
な
く
と
も
元
和
以
前
と
な
る
。

清
右
衛
門
に
関
す
る
史
料
は
以
上
二
点
で
、
い
ず
れ
も
発
給
年
代
は
元
和
以

前
と
な
り
、
断
定
で
き
な
い
が
清
右
衛
門
は
隼
人
の
先
代
に
あ
た
る
人
物
で

あ
ろ
う
か
。
隼
人
正
も
同
じ
く
雅
庸
か
ら
糸
紐
の
免
許
を
受
け
て
い
る

。
(8)

こ
の
隼
人
正
は
家
祖
と
伝
え
ら
れ
る
隼
人
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

八
木
家
が
養
子
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
横
田
内
膳
は
二
点
所
収
さ
れ
て
い

る
。
前
述
の
本
願
寺
坊
官
説
の
ほ
か
に
、
戦
国
末
か
ら
近
世
初
期
に
お
い
て

因
幡
国
米
子
藩
家
老
の
横
田
村
詮
（
慶
長
八
年
没
）
が
「
内
膳
」
を
称
し
て

い
る
。
村
詮
は
も
と
三
好
康
長
の
家
臣
で
、
の
ち
に
中
村
一
氏
に
仕
え
た
。

年
代
を
鑑
み
る
と
若
干
誤
差
が
あ
り
、
必
ず
し
も
こ
の
人
物
が
養
子
権
左
衛

門
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
発
給
者
は
古
田
織
部
助(

慶
長

二
十
年
没
、
№

)

と
有
馬
豊
氏
（
寛
永
十
九
年
没
、
№

）
で
あ
る
。

51

106

旧
主
生
駒
正
俊
の
花
押
も
一
点
所
収
さ
れ
て
い
る
（
№

写
真
５
）
。

135

ま
た
信
長
・
秀
吉
文
書
の
宛
所
で
あ
っ
た
本
願
寺
関
係
も
二
点
所
収
さ
れ
て

い
る
。
本
願
寺
の
坊
官
下
間
氏
で
、
下
間
刑
部
法
印
（
№

下
間
頼
廉
）
、

91

下
間
上
野
法
眼
（
№

）
で
あ
る
。

189

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
八
木
家
と
花
押
集
に
は
接
点
が
見
ら
れ
た
。

仕
官
先
で
あ
る
松
平
氏
関
係
は
比
較
的
前
方
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
八
木

家
に
関
係
す
る
花
押
に
つ
い
て
大
き
さ
や
位
置
な
ど
を
鑑
み
て
も
、
特
別
扱

い
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

写真３ 村上頼勝花押

写真４ 吉田織部花押

写 真５ 生駒正俊花押
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む
す
び
に
か
え
て

紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
た
が
、
信
長
・
秀
吉
文
書
以
外
に
も
戦
国
期
か
ら

近
世
初
期
と
思
わ
れ
る
史
料
が
あ
り
、
「
太
閤
様
御
判
」
と
包
紙
に
書
か
れ

て
い
る

。
も
ち
ろ
ん
秀
吉
の
花
押
の
こ
と
で
、
「
羽
柴
藤
吉
郎
秀
吉
」
と
署

(9)

名
し
、
「
閏
三
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
正
六
年
（
一
五
八
〇
）
と
推
定
さ

れ
る
。
花
押
集
同
様
切
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
花
押
集
の
な
か
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
〔
本
願
寺
宛
書
状
〕

も
同
時
期
と
思
わ
れ
る
。
な
お
書

(10)

状
の
発
給
者
は
松
井
夕
閑
と
推
定
さ
れ
、
花
押
集
№

に
も
同
形
の
花
押
が

102

見
ら
れ
る
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

花
押
集
に
つ
い
て
は
以
下
の
疑
問
が
残
る
。

（
ⅰ
）
作
製
に
つ
い
て

八
木
家
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
の
か
、
既
に
作
製
さ
れ
た
も
の
を
入
手
し
た

か
。

（
ⅱ
）
材
料
で
あ
る
中
世
文
書
の
収
集
過
程

（
ⅲ
）
切
り
取
ら
れ
た
本
紙
の
内
容
と
そ
の
行
方

一
八
五
点
の
う
ち
実
際
に
ほ
か
の
花
押
と
照
合
で
き
た
の
は
お
よ
そ
四
十

五
点
で
、
官
途･

受
領
・
諱
な
ど
か
ら
推
測
し
た
も
の
が
多
数
で
あ
る
。
特

に
近
世
初
期
の
花
押
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
照
合
で
き
て
い
な
い
。

今
回
は
史
料
紹
介
に
と
ど
め
た
。
各
古
文
書
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、

と
く
に
花
押
の
人
物
・
年
次
比
定
に
つ
い
て
不
明
な
点
も
多
く
、
ご
教
示
を

賜
り
た
い
。
ま
た
今
回
紹
介
し
た
史
料
は
ご
く
一
部
で
、
花
押
に
つ
い
て
は

写
真
も
小
さ
く
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
実
際
に
手
に
と
っ

て
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
誠
に
拙
い
文
章
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
今
後
の

研
究
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
群
馬
県
立
歴
史

博
物
館
の
簗
瀬
大
輔
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

註
八
木
健
次
家
文
書

請
求
番
号
Ｐ
〇
九
七
〇
二

(1)
〔
八
木
家
系
図
〕
Ｐ
〇
九
七
〇
二

№
一
三
七
五

(2)
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
簗
瀬
大
輔
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

(3)
註

と
同
じ
。

(4)

(3)
こ
の
文
書
の
他
に
天
正
三
年
十
月
五
日
和
睦
時
の
以
下
三
通
で
も｢

赦
免｣

(5)
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
。

摂
津
本
願
寺
宛
朱
印
状
写(

『
南
行
雑
録
一
』
五
五
九
号)

三
好
康
長
宛
黒
印
状
写(

『
南
行
雑
録
一
』

五
六
〇
号)

松
井
友
閑
宛
書
状
写(

『
南
行
雑
録
一
』

五
六
一
号)

い
ず
れ
も
奥
野
高
広
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究

下
巻
』(

吉
川
弘

文
館

昭
和
四
十
五
年)

所
収

本
願
寺
宛
黒
印
状(

『
仏
教
大
学
所
蔵
文
書
』

八
九
六
号)

(6)
本
願
寺
顕
如
光
佐
宛
黒
印
状(

『
本
願
寺
文
書
』
一

九
〇
一
号)

本
願
寺
顕
如
光
佐
宛
黒
印
状(

『
本
願
寺
文
書
』
九

九
〇
八
号)

出
典
は
註

と
同
じ

(5)

Ｐ
〇
九
七
〇
二

№
一
五
九
二
‐
一
【
表
１
】
参
照

(7)
Ｐ
〇
九
七
〇
二

№
一
五
九
二
‐
四
【
表
１
】
参
照

(8)
Ｐ
〇
九
七
〇
二

№
一
五
九
二
‐
二
【
表
１
】
参
照

(9)
Ｐ
〇
九
七
〇
二

№
一
五
九
二
‐
九
【
表
１
】
参
照

(10)
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№ 日 付 官途・受領 諱・花押 宛 人　名 出　典 備　考
1 月廿四日 三好備中守 （花押）
2 （後筆）寺沢志摩 広高（花押） 寺沢広高 落
3
4 十二月廿九日 義昭（花押） 足利義昭 山口2、山口3

5 弐五日 松平伊予守 忠昌（花押） 松平忠昌ヵ 松平姓、八木家

6 十二月十九日 羽柴越中守 ■■（花押） 細川忠興 落 №6･45異形、羽柴姓

7 十一月七日 石治少 三成（花押） 石田三成 落、山口2、新潟3

8 極月廿六日 越前宰相 忠直（花押） 松平忠直ヵ 松平姓、八木家

9 霜月十日 羽肥前守 利長（花押） 前田利長 羽柴姓
10
11 八月廿八日 羽柴左衛門大夫 正則（花押） 福島正則 落、山口3 №11･130同形、羽柴姓

12 極月廿九日 羽柴右近 忠政（花押） 森忠政ヵ №12･45・13１異形、羽柴姓

13
14
15
16 極月五日 松平宮内少輔 忠長（花押） 池田忠雄 落 松平姓
17 正月九日 大学 （花押） 藤堂高次ヵ 落
18 正月廿六日 元親（花押） 長宗我部元親 高知
19 十二月十七日 （花押） 足利義輝ヵ 落、新潟3
20 十月廿七日 羽柴左衛門尉 秀政（花押） 堀秀政ヵ 羽柴姓
21 卯月十四日 本多上野介 正純（花押） 本多正純 落 №21・52･79同形

22 八日 松平出羽守 直政（花押） 松平直政ヵ 松平姓、八木家

23 拾月廿八日 義鎮（花押） 大友宗麟 落、大分 №23･28異形
24 （貼紙）羽越前ヵ （花押） 伊達政宗 落、山梨4、新潟4 羽柴姓
25 正月朔日 松平長門守 秀就（花押） 毛利秀就 №25･29異形、松平姓

26 極月廿八日 松筑前守 利光（花押） 前田利常ヵ 松平姓
27
28 十月十一日 宗麟（花押） 凌雲軒 大友宗麟 落、大分 №23･28異形
29 十二月廿九日 松平長門守 秀就（花押） 毛利秀就 №25･29異形、松平姓

30 菊月十五日 岡部内膳正 長盛（花押） 岡部長盛
31 九月七日 藤堂和泉守 （花押） 藤堂高虎 落
32 正月五日 尾張中納言 義利（花押） 徳川義直
33 月五日 ■■志摩守 ■隆（花押）
34 八月廿八日 浅野采女正 長則（花押） 浅野長重ヵ 落 №34・53異形
35
36 二月三日 加藤肥後守 忠広（花押） 加藤忠広 №36･49異形
37
38 八月廿五日 松平下野守 忠（花押） 松平忠吉ヵ 松平姓
39 月六日 浅野左衛門佐 知近（花押） 浅野知近ヵ
40
41 五月十八日 和泉守 直家（花押） 宇喜多直家 山口2
42 七月七日 松平武蔵守 輝直（花押） 池田利隆 №42・64同形、松平姓

43 八月九日 佐竹右京大夫 義宣（花押） 佐竹義宣
44

森美作守 忠政（花押） 森忠政 №12･45・131異形

細越中 忠利（花押） 細川忠興 落 №6･45異形
46 極月晦日 松平左衛門督 忠継（花押） 池田忠継 落 松平姓
47 十月二日 浅野弾正少弼 長吉（花押） 浅野長政 落
48 九月八日 浅野但馬守 長晟（花押） 浅野長晟 落 №48・124同形
49 正月廿四日 加藤肥後守 忠広（花押） 加藤忠広 №36･49異形
50 七月廿九日 池田備後守 光重（花押）
51 十二　朔日 古田織部助 （花押） 横内膳殿 古田重然 八木家
52 五月三日 本多上野介 正純（花押） 本多正純 落 №21・52･79同形

53 二月三日 浅野采女正 長則（花押） 浅野長重ヵ №34・53異形
54 正月八日 田中筑後守 忠政（花押） 田中忠政
55 九月七日 安藤対馬守 重信（花押） 安藤重信 №55･141同形
56 六月廿四日 城和泉守 ■（花押） 城昌茂ヵ
57 十月十六日 松平下総守 ■（花押） 松平忠明ヵ 松平姓
58 正月三日 山崎閑斎 ■■（花押） 山崎長徳ヵ
59 六月十三日 安藤帯刀 直次（花押） 安藤直次
60
61
62 十月廿九日 金地院 崇伝（花押） 金地院崇伝 落

【表２】　　　花押一覧

45 七月十四日
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№ 日 付 官途・受領 諱・花押 宛 人　名 出　典 備　考
63 二月三日 秋田伊豆守 俊季（花押） 秋田俊季ヵ
64 極月廿九日 松平武蔵守 玄隆（花押） 池田利隆 №42･64同形、松平姓

65
66 七日 （後筆）羽柴飛騨守 氏郷（花押） 蒲生氏郷 落 羽柴姓
67 八日 鍋信濃守 勝茂（花押） 鍋島勝茂ヵ
68 正月十一日 ■■山城守 忠明ヵ（花押） 本門■様人々御中

小早川左衛門佐 隆景（花押） 小早川隆景 落、山口2、山口3

福原式部少輔 元俊（花押） 福原元俊 山口3
口羽中務少輔 春良（花押） 口羽春良 山口3
吉川駿河守 元春（花押） 吉川元春 落、山口2、山口3

70 九月八日 信基（花押）
71 卯月二日 わたなべきいの守ヵ よし長ヵ（花押）

72 三月八日 幻庵 宗瑞（花押） 毛利輝元 落
73 正月廿八日 酒井雅楽頭 世（花押） 酒井忠世
74 九月二日 村上周防守 頼勝（花押） 八木清右衛門尉殿■■■ 村上頼勝 八木家
75 十二月十日 竹中伊豆守 隆重（花押） 竹中重利ヵ
76 六月廿二日 佐中務 高重（花押）
77 月十三日 成瀬隼人正 正成（花押） 成瀬正成
78 永井右近大夫 直勝（花押） 永井直勝ヵ
79 （後筆）本田上野 正純（花押） 本多正純 落 №21・52･79同形

80 十三日 大久保石見守 長安（花押） 大久保長安 山梨4
81 月六日 松平右衛門佐 ■（花押） 松平正綱ヵ 松平姓

蒲庵 永派（花押） 蒲庵永派
釣閑斎 光堅（花押） 長坂光堅

83 月六日 細川讃岐 元勝ヵ（花押） 細川元勝ヵ
84
85 九月晦日 左兵衛佐 （花押） 大友義統ヵ 山口3
86 二月廿九日 （後筆）稲葉右京亮 （花押） 稲葉貞通ヵ
87 八日 志水甲斐守 忠■（花押） №87・121同形
88 廿九日 滝川豊前守 ■（花押） 滝川忠征ヵ
89 二日 本多伊豆守 冨正（花押） 本多富正
90 朔日 本田若狭守 ■（花押）
91 月四日 長束大蔵 ■（花押） 下間刑部法印 長束正家 落、山口3 八木家
92 十三日 村越茂助 直吉（花押） 村越直吉
93 正月八日 遠藤但馬 ■（花押）
94 卯月廿三日 板伊賀守 勝重ヵ（花押） 板倉勝重 落
95
96 七日 土井大炊助 利勝（花押） 土井利勝 落 №96・171同形
97 京極采女 高法ヵ（花押）

98 霜月廿七日 ■■■■ 弥■（花押）
99 十一月廿四日 修理 （花押）

100 八月廿七日 勝頼（花押） 武田勝頼 落、山梨4、新潟3 №100･189同形

101 ■長（花押）
102 八月十五日 （花押） 松井夕閑ヵ №1592-9
103 月六日 上田■斎 ■■（花押）
104 月二日 前田対馬守 長種（花押） 前田長種
105 （後筆）加藤■印 ■成（花押）
106 八月廿七日 有馬玄蕃頭 豊氏（花押） 横田内膳 有馬豊氏 八木家
107

108
109 卯月廿八日 佐■右衛門尉 定■（花押）
110 十一月十九日 ■平次 ■（花押） 岸和田関中
111 （後筆）織田河内 ■（花押） 織田長孝ヵ
112 月八日 長■（花押） 小畠八郎左衛門尉殿

113 十三日 鵜殿兵庫頭 （花押）
114 ■月廿七日 長主馬首 ■■（花押）
115 松平右衛門佐■ 忠政（花押） 松平姓
116 七日 松平池松ヵ 忠（花押） 松平姓
117 （後筆）本田平八 忠政（花押） 本多忠政 №117異形、№154･191同形

118 十二月廿八日 （後筆）蜂屋兵庫助 頼隆（花押） 蜂屋頼隆
119 七月五日 井上又右衛門尉 春忠（花押） 井上春忠 山口2、山口3

120 松倉内膳正 重政（花押） 松倉重政
121 日 志水甲斐守 忠■（花押） №87・121同形
122 （後筆）毛利甲斐守 秀元（花押） 毛利秀元
123 （後筆）伊藤修理 祐慶ヵ（花押） 伊東祐慶ヵ
124 （後筆）浅野但馬 長晟（花押） 浅野長晟 №48・124同形

82 八月廿四日

69 七月五日
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№ 日 付 官途・受領 諱・花押 宛 人　名 出　典 備　考
125
126 （後筆）小出信濃守 吉次（花押） 小出吉次
127 米津清右衛門 政勝（花押） 米津正勝
128 （後筆）真田河内守 信吉（花押） 真田信吉
129 十一日 本多大隅守 忠純（花押） 本多忠純
130 廿八日 福嶋左衛門大夫 正則（花押） 福島正則 落、山口3 №11･130同形
131 （後筆）森美作 忠政（花押） 森忠政 №12･45･131異形

132
133 月廿八日 佐々信濃守 長成（花押） 佐々長成
134 （後筆）金山駿河守 信貞（花押） 金山信貞
135 生駒讃岐 正俊（花押） 生駒正俊 落 八木家
136 （後筆）本田因幡 （花押） 本多俊政ヵ・政武ヵ
137 （後筆）脇坂淡路 ■（花押） 脇坂安治ヵ・安元ヵ
138 廿日 佐々木中務 高豊ヵ（花押）

139 （後筆）本田甲斐 忠■（花押）
140 （後筆）久貝忠三郎 正俊（花押） 久貝正俊
141 （後筆）安藤対馬 重信ヵ（花押） 安藤重信 №55･141同形
142 （後筆）久世三左衛門尉・三十郎 三■（花押）
143 （後筆）京極丹後 高知（花押） 京極高知
144 （後筆）向井将監 忠勝（花押） 向井忠勝
145 （後筆）小出大和 （花押）
146 （後筆）浅野内膳 氏次（花押） 浅野氏次
147 （後筆）奥平千福 ■（花押）
148 （後筆）酒井下総守 忠■（花押）
149 （後筆）青山伯耆守 忠俊（花押） 青山忠俊
150 （後筆）安倍備中 正次（花押） 阿部正次
151 （後筆）稲葉彦六 典通（花押） 稲葉典通
152 木下右衛門大夫 （花押） 木下延俊ヵ
153 忠■（花押） 松■■■■
154 （後筆）本田美濃 忠政（花押） 本多忠政 №117異形、№156・191同形

155
156 （後筆）松平右京大夫 利政（花押） 松平姓
157 （後筆）嶋田次兵衛 ■（花押） 島田重次ヵ
158 （後筆）菅沼織部 定好（花押） 菅沼定芳 落
159 （後筆）桑山左衛門佐 一■（花押）
160 （後筆）坂部三郎兵衛 元勝（花押）
161 （後筆）佐久間大膳 ■（花押） 佐久間勝之ヵ
162 （後筆）酒井備後 忠■（花押）
163 （後筆）丹羽五郎左衛門 長重ヵ（花押） 丹羽長重ヵ
164 （後筆）花房志摩 政■（花押）
165 （後筆）村田権左衛門 ■■（花押）
166 （後筆）徳永左衛門 ■■（花押）
167 （後筆）佐久間備前 安政（花押） 佐久間安政
168

169 （後筆）竹越山城 正信ヵ（花押） 竹越正信
170 （後筆）松平阿波守 ■■（花押） 松平姓
171 （後筆）土井大炊 利勝（花押） 土井利勝 落 №96・171同形
172 （後筆）伊丹喜之助 康勝ヵ（花押） 伊丹康勝
173

174 （後筆）朝倉藤十郎 ■（花押） 朝倉宣正ヵ
175 （後筆）柳牛又右衛門 ■■（花押） 柳生宗矩 落
176 （後筆）古田大膳正 重治（花押） 古田重治ヵ
177 （後筆）遠藤但馬 ■■（花押）
178 （後筆）溝口伯耆守 宣勝ヵ（花押） 溝口宣勝
179 （後筆）真田内記 ■（花押） 真田信政ヵ
180 （後筆）有馬左衛門佐 直純（花押） 有馬直純
181 （後筆）米津勘兵衛 ■（花押） 米津田政
182 月廿八日 山 （花押）
183 （後筆）永井信濃 尚政ヵ（花押） 永井尚政 落
184 晦日 後藤庄右衛門 光次（花押） 後藤光次ヵ
185 閏三月廿日 式部卿法印 長好ヵ（花押）
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以下剥離分（順不同）
№ 日 付 官途・受領 諱・花押 宛 人　名 出　典 備　考
186 十一月廿四日 義継（花押） 三好義継 山梨4
187 七月五日 丹中納言 秀俊（花押） 小早川秀秋ヵ
188 九月八日 大納言 利家（花押） 前田利家 新潟3
189 八月廿七日 勝頼（花押） 下間上野法眼御房回章 武田勝頼 落、山梨4、新潟3 八木家、№100･189同形

190 五月二日 加主計 清正（花押） 加藤清正 落、山口3
191 十二月廿九日 本多美濃守 ■（花押） 本多忠政ヵ №117異形、№154・191同形

192 二月廿八日 松隠岐守 定勝（花押） 本門跡様 松平定勝 松平姓
193 七月十七日 三七郎 信孝（花押） 織田信孝ヵ
194 九月十一日 加藤左馬助 嘉明（花押） 加藤嘉明 落
195 十月十三日 義統（花押） 大友義統 落
196 七月二日 信忠（花押） 織田信忠 落
197 （後筆）井上主計 正就（花押） 井上正就
198 （後筆）本田備前 ■（花押）
199 （後筆）稲葉民部 （花押）
200 一日 秋元但馬守 ■■（花押）
201 九月廿二日 堀帯刀 吉治ヵ（花押） 堀尾吉晴ヵ
202 卯月廿五日 井伊掃部頭 直孝（花押） 井伊直孝 玉

太枠は行の区切りを示す。

は剥離部分を示す。№186以降のいずれかが貼付してあったと思われる。

「出典」は県史などで照合できたことを示す。略号は以下の通り

「落」：小田栄一・古賀健藏監修『落款花押大辞典』（淡交社　昭和57年）

「新潟3」：『新潟県史』資料編3　中世一　文書編Ⅰ　附録（昭和57年）

「新潟4」：『新潟県史』資料編4　中世二　文書編Ⅱ　附録（昭和58年）

「山梨4」：『山梨県史』資料編4　中世１　別冊写真集　（平成11年）

「山口2」：『花押･印判集』（『山口県史』資料編　中世2　別冊　平成13年）

「山口3｣：『花押･印判集』（『山口県史』資料編　中世3　別冊　平成16年）

「高知」：『高知県史』古代･中世史料編（昭和52年）

「大分」：『大分県史』中世篇Ⅲ（昭和62年）

｢玉」：『玉村戦国文書資料集』（玉村町歴史資料館　平成23年）
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【

史

料

紹

介

】

明

治

十

八

年

群

馬

県

旧

編

輯

係

の

史

誌

事

務

引

継

一

件岡

田

昭

二

は
じ
め
に

―
明
治
政
府
の
修
史
事
業
―

こ
こ
に
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
史
料
は
、
群
馬
県
立
文
書
館
が
所
蔵
し
、
平

成
二
十
二
年
六
月
国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
「
群
馬
県
行
政
文

書

一
万
七
八
五
八
点
」
中
の
一
冊
で
、
表
題
に
「
明
治
十
八
年
八
月

庶

務
部
雑
事

管
外
官
衙
」
（
請
求
番
号
：
明
１
７
８
）
と
あ
る
群
馬
県
庁
の

明
治
期
公
文
書
で
あ
る
。

筆
者
は
、
先
に
拙
稿
「
群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
編
纂
事
業
と
そ
の
変
遷
」

（
『
双
文
』
第
二
十
四
号

平
成
十
九
年
刊
）
に
お
い
て
、
明
治
期
以
降
の

群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
編
纂
事
業
の
歴
史
的
変
遷
を
時
系
列
で
整
理
す
る
中

で
、
新
政
府
が
明
治
初
期
に
中
央
集
権
的
な
近
代
国
家
体
制
の
樹
立
を
目
指

し
て
実
施
し
た
「
皇
国
地
誌
」
と
「
国
史
」
の
編
輯
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
史

誌
編
輯
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
県
に
お
け
る
『
上
野
国
郡
村
誌
』
・
『
群

馬
縣
歴
史
』
編
纂
の
経
緯
や
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
皇
国
地
誌
」
編
輯
事
業
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
、

太
政
官
正
院
（
地
理
寮
地
誌
課
）
が
所
管
し
、
諸
省
・
府
県
に
対
し
て
関
係

書
籍
・
地
図
等
の
採
集
や
目
録
の
提
出
を
指
示
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
し
て
同
八
年
六
月
に
は
「
皇
国
地
誌
編
輯
例
則
」
を
各
府
県
に
達
し
、
村

誌
及
び
郡
誌
の
具
体
的
な
記
述
事
項
と
着
手
方
法
を
示
す
と
共
に
、
編
輯
後

に
は
地
理
寮
へ
の
提
出
を
指
示
し
た
。
一
方
、
「
国
史
」
編
輯
事
業
は
、
明

治
五
年
十
一
月
か
ら
太
政
官
の
歴
史
課
（
歴
史
課
は
同
八
年
四
月
に
修
史
局
、

同
十
年
一
月
に
修
史
館
と
改
称
）
が
所
管
し
、
明
治
六
年
に
は
「
歴
史
課
事

務
章
程
」
を
定
め
、「
国
史
」
の
全
体
構
成
を
「
本
史
」「
藩
史
」「
府
県
史
」

と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
七
年
十
一
月
に
は
各
府
県
に
対
し
「
歴
史
編
輯
例
則
」

を
示
し
て
統
一
的
な
書
式
に
よ
る
「
府
県
史
」
の
編
輯
を
指
示
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
地
誌
課
が
担
当
し
た
「
皇
国
地
誌
」
編
輯
は
明
治
八
年
九

月
か
ら
新
た
に
太
政
官
正
院
の
修
史
局
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、

「
府
県
史
」
及
び
「
地
誌
」
は
修
史
局
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

筆
者
は
ま
た
、
右
の
拙
稿
に
先
立
っ
て
「
【
史
料
紹
介
】
明
治
十
八
年
の

関
東
六
県
古
文
書
採
訪
記
録
―
群
馬
県
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
双
文
』
第

二
十
二
号

平
成
十
七
年
刊
）
に
お
い
て
、
新
政
府
の
中
で
修
史
事
業
を
所

管
し
た
太
政
官
修
史
館
の
編
修
副
長
官
重
野
安
繹
ら
一
行
が
明
治
十
八
年
七

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
実
施
し
た
関
東
六
県
（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉

・
神
奈
川
・
千
葉
県
）
の
史
料
採
訪
記
録
（
復
命
書
・
古
文
書
採
訪
日
記
・

採
訪
文
書
目
録
）
か
ら
群
馬
県
に
関
係
す
る
部
分
を
抄
録
し
て
紹
介
し
た
。

こ
の
時
の
出
張
は
、
前
述
の
太
政
官
が
各
府
県
に
命
じ
た
「
府
県
史
」
と

「
地
誌
」
の
編
輯
事
業
を
明
治
十
七
年
七
月
か
ら
新
た
に
府
県
史
は
太
政
官

の
修
史
館
、
地
誌
は
内
務
省
の
地
理
局
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
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伴
い
、
そ
の
事
務
引
継
を
行
う
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
序
で
に

関
東
六
県
に
所
在
す
る
古
文
書
・
記
録
類
を
直
接
採
訪
し
て
蒐
集
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
採
訪
日
記
に
よ
る
と
、
修
史
館
の
重
野
ら
は
明
治
十

八
年
七
月
十
八
日
に
東
京
を
出
発
し
、
七
月
二
十
四
日
に
茨
城
県
、
八
月
六

日
に
栃
木
県
、
八
月
二
十
四
日
に
群
馬
県
、
九
月
一
日
に
埼
玉
県
、
九
月
八

日
に
神
奈
川
県
、
九
月
十
九
日
に
千
葉
県
の
各
県
庁
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
県

史
編
輯
の
事
務
引
継
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

一
「
知
事
更
迭
事
務
引
継
書
」
に
見
る
編
輯
係

さ
て
「
庶
務
部
雑
事

管
外
官
衙
」
は
、
そ
の
中
表
紙
に
も
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
八
月
、
当
時
の
群
馬
県
庶
務
課
が
編

綴
し
永
久
保
存
と
し
た
「
旧
編
輯
係
事
務
引
継
一
件
書
類
」
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
群
馬
県
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
明
治
四
年
十
月
二
十
八

日
に
成
立
（
第
一
次
）
し
た
。
し
か
し
、
同
六
年
六
月
十
五
日
に
群
馬
県
と

入
間
県
が
廃
止
さ
れ
て
新
た
に
熊
谷
県
（
こ
の
時
、
邑
楽
・
新
田
・
山
田
三

郡
は
栃
木
県
に
編
入
）
が
誕
生
し
た
が
、
続
く
同
九
年
八
月
二
十
一
日
に
は

熊
谷
県
が
分
割
さ
れ
、
再
び
東
毛
三
郡
を
含
む
群
馬
県
（
第
二
次
）
が
成
立

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

編
輯
係
は
、
明
治
八
年
「
熊
谷
県
職
員
表
」
に
よ
れ
ば
同
年
七
月
に
庶
務

課
内
に
新
設
（
後
掲
「
知
事
更
迭
事
務
引
継
書
」
に
は
明
治
七
年
と
あ
る
）

さ
れ
、
前
述
の
「
府
県
史
」
「
地
誌
」
の
編
輯
事
務
を
担
当
し
た
が
、
同
九

年
に
熊
谷
県
が
分
割
さ
れ
て
新
た
に
埼
玉
・
群
馬
両
県
が
成
立
す
る
と
、
旧

入
間
県
分
の
史
誌
編
輯
等
は
埼
玉
県
に
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
明
治
十
七

年
七
月
、
太
政
大
臣
三
條
実
美
か
ら
群
馬
県
に
対
し
「
国
史
ハ
修
史
館
ニ
、

地
誌
ハ
内
務
省
ニ
於
テ
為
取
扱
候
」
と
の
達
が
出
さ
れ
る
と
、
以
後
、
群
馬

県
の
庶
務
課
編
輯
係
で
は
史
誌
編
輯
業
務
を
国
（
太
政
官
修
史
館
と
内
務
省

地
理
局
）
へ
引
き
継
ぐ
た
め
準
備
作
業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
文
書
館
に
は
明
治
十
七
年
八
月
の
前
群
馬
県
令
楫
取
素
彦

か
ら
新
県
令
佐
藤
與
三
へ
の
「
知
事
更
迭
事
務
引
継
書
」
（
請
求
番
号
：
明

１
６
３

『
群
馬
県
史

資
料
編

21

』
所
収
）
が
所
蔵
さ
れ
、
こ
れ
に
は

庶
務
課
（
常
務
係
・
駅
逓
係
・
編
輯
係
）
に
係
る
引
継
件
名
と
し
て
「
県
史

・
地
誌
」
を
掲
げ
、
編
輯
係
の
事
務
分
掌
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

編
輯
係

一
歴
史
・
地
誌
編
輯
ノ
事

一
庁
中
文
書
ノ
法
律
規
則
ニ
関
ス
ル
緊
要
ノ
書
類
並
ニ
官
省
ノ
達
、
若

ク
ハ
訓
示
及
ヒ
指
令
本
書
等
ヲ
収
理
保
存
ス
ル
事

一
管
内
一
覧
表
ヲ
調
製
ノ
事

一
各
課
考
績
録
編
纂
ノ
事

一
古
文
書
・
古
器
物
等
ニ
係
ル
事

ま
た
右
の
事
務
引
継
書
で
は
、
編
輯
係
の
史
誌
業
務
に
関
す
る
具
体
的
な

内
容
や
経
緯
、
進
捗
状
況
、
さ
ら
に
調
査
・
編
輯
し
て
上
申
し
た
書
目
一
覧

な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
翻
刻
・
紹
介
す
る
事
務
引
継
一
件
書
類
と

も
密
接
に
関
連
す
る
の
で
、
や
や
長
文
で
あ
る
が
次
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

編
輯
係

編
輯
係
ハ
明
治
七
年
新
ニ
之
ヲ
庶
務
課
中
ニ
置
キ
、
庁
中
ノ
図
書
ヲ
総

管
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ラ
レ
シ
カ
、
是
年
四
月
太
政
官
第
五
拾
六
号
達
ア
リ
、

即
皇
国
地
誌
編
輯
費
用
、
自
今
府
県
一
管
内
一
ヶ
年
ノ
定
額
金
七
百
円

ト
定
メ
、
大
蔵
省
ヨ
リ
受
取
ル
ヘ
シ
ト
、
十
一
月
同
第
百
拾
七
号
達
、

国
史
編
輯
例
則
頒
布
ア
ル
ニ
及
テ
、
費
用
ハ
地
誌
編
輯
費
額
ヲ
以
テ
改

メ
テ
史
誌
両
般
ノ
費
用
ニ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ナ
リ
、
九
年
十
月
同
第
百

壱
号
達
ア
リ
、
更
ニ
費
額
弐
百
五
拾
円
ヲ
増
加
セ
ラ
レ
、
史
誌
及
庁
中
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図
書
保
存
ノ
事
ニ
与
リ
、
今
日
ニ
至
リ
県
史
・
地
誌
脱
稿
上
申
セ
シ
モ

ノ
別
記
ノ
如
シ
、
即
今
半
途
ナ
ル
モ
ノ
ハ
明
治
七
年
前
ニ
係
ル
県
史
ノ

内
数
項
、
勢
多
郡
村
誌
ノ
ミ
、
庁
中
ノ
図
書
ハ
初
メ
総
テ
編
輯
係
ノ
所

管
タ
リ
シ
カ
、
客
年
十
一
月
中
改
メ
テ
法
律
規
則
ニ
関
ス
ル
重
大
ノ
文

書
、
特
ニ
官
省
ノ
達
指
令
本
書
等
ノ
外
日
常
参
考
ヲ
要
ス
ル
書
類
ハ
、

各
主
務
課
ニ
於
テ
存
置
ス
ル
コ
ト
ト
為
シ
、
前
々
編
輯
係
ニ
送
ル
処
ノ

書
類
中
更
ニ
章
程
ニ
照
シ
テ
返
戻
ス
ル
モ
ノ
多
シ
、
本
年
七
月
太
政
官

ヨ
リ
明
治
十
八
年
度
以
後
ハ
国
史
ハ
修
史
館
、
地
誌
ハ
内
務
省
ニ
於
テ

取
扱
、
右
費
金
ヲ
廃
ス
ト
達
セ
ラ
ル
、
因
テ
庁
中
図
書
ノ
コ
ト
ハ
旧
ニ

依
ル
ヘ
シ
ト
雖
、
史
誌
半
途
ノ
モ
ノ
ハ
来
ル
十
八
年
六
月
ヲ
限
リ
成
ル

ヘ
ク
整
頓
ス
ヘ
シ
、
苟
モ
之
ヲ
卒
サ
レ
ハ
修
史
館
並
ニ
内
務
省
ニ
引
渡

サ
ン
ト
ス
、
而
シ
テ
勢
多
郡
ノ
地
誌
ハ
未
タ
編
輯
ニ
着
手
セ
ス
、
県
史

ハ
明
治
七
年
前
ニ
係
ル
数
項
如
今
着
手
中
ニ
在
リ
、
然
ル
ニ
明
治
九
年

前
ニ
係
ル
熊
谷
県
史
未
着
手
ノ
際
、
同
県
武
州
部
ヲ
埼
玉
県
ニ
分
割
セ

ラ
レ
、
資
料
其
儘
悉
皆
埼
玉
県
ニ
引
継
キ
シ
ニ
ヨ
リ
、
同
年
前
武
州
ニ

係
ル
熊
谷
県
史
及
入
間
県
史
ハ
埼
玉
県
ノ
負
担
ス
ル
所
ト
シ
、
熊
谷
県

史
ハ
本
県
ニ
於
テ
ハ
上
州
地
方
ノ
ミ
ノ
調
査
ニ
係
ル
処
、
埼
玉
県
ニ
ハ

明
治
九
年
引
渡
後
ノ
編
輯
ト
心
得
ル
ノ
聞
ヘ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
修
史

館
ニ
照
会
セ
シ
ニ
、
群
馬
県
ハ
熊
谷
県
ヲ
改
称
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
ミ
ノ
コ
ト

ニ
シ
テ
廃
県
ニ
ア
ラ
サ
ル
故
ニ
、
熊
谷
県
史
ハ
群
馬
県
負
担
タ
ル
ヘ
キ

回
答
ア
リ
ト
雖
、
見
解
大
ニ
異
ニ
シ
テ
我
県
未
タ
之
ヲ
諾
セ
ス
、
尚
再

議
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
場
合
ニ
シ
テ
、
畢
竟
半
途
ノ
儘
之
ヲ
修
史
館
ヘ
引
渡

ニ
外
無
之
見
込
、
猶
口
頭
ニ
巨
細
ス
ヘ
シ
、
既
往
ノ
行
跡
以
後
ノ
見
込

前
書
ノ
通
有
之
、
然
シ
テ
地
誌
及
県
史
編
成
既
ニ
上
申
セ
シ
草
稿
又
本

庁
諸
課
ニ
係
ル
伺
書
ニ
、
官
省
指
令
本
書
編
冊
其
外
庁
中
貯
蔵
ニ
係
ル

者
等
、
各
若
干
其
種
類
目
次
ノ
如
ク
、
其
浩
繁
此
ニ
縷
挙
ス
ル
ニ
遑
ア

ラ
サ
ル
者
ハ
総
括
目
録
ニ
掲
列
シ
、
其
標
名
等
ヲ
具
ス
ル
、
大
約
左
ノ

如
シ

編
輯
係
於
テ
調
査
編
成
及
出
版
セ
シ
書
目

一
熊
谷
県
管
轄
沿
革
概
略

壱

冊

一
上
野
・
武
蔵
地
誌
提
綱

弐

冊

一
武
蔵
国
賀
美
郡
々
村
誌

壱

冊

一
上
野
国
碓
氷
郡
々
村
誌

六

冊

一
同

吾
妻
郡
々
村
誌

六

冊

一
同

新
田
郡
々
村
誌

拾

冊

一
同

那
波
郡
々
村
誌

五

冊

一
同

佐
位
郡
々
村
誌

五

冊

一
同

片
岡
郡
々
村
誌

弐

冊

一
同

多
胡
郡
々
村
誌

三

冊

一
同

緑
埜
郡
々
村
誌

五

冊

一
同

山
田
郡
々
村
誌

六

冊

一
上
野
国
邑
楽
郡
々
村
誌

八

冊

一
同

甘
楽
郡
々
村
誌

拾
三
冊

一
同

甘
楽
郡
々
村
誌
附
録

壱

冊

一
同

利
根
郡
々
村
誌

拾
弐
冊

一
同

群
馬
郡
々
村
誌

拾
七
冊

県
治
・
工
業
・
民
俗
・
騒
擾
時
変

一
群
馬
県
歴
史

政
治
部

拾

冊

忠
孝
節
義
・
拓
地
・
学
校

一
同

制
度
部

禁
令

四

冊

一
同

職
制
部

官
制

八

冊

一
孝
義
力
田
篤
志
者
取
調

壱

冊

一
上
野
国
古
墳
考

壱

冊
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一
県
治
小
効

壱

冊

自
明
治
元
年

一
官
員
履
歴

三

冊

至
明
治
八
年

一
上
野
名
所
概
略

壱

冊

一
群
馬
県
一
覧
表

壱

折

一
群
馬
県
統
計
表

壱

冊

自
明
治
六
年

一
群
馬
県
布
達
全
書

弐
拾
六
冊

至
明
治
十
六
年

右
ノ
外
、
各
種
図
書
係
中
貯
蔵
ノ
目
次
ヲ
存
ス
、
其
浩
瀚
ナ
ル
ヲ
以

テ
此
ニ
縷
載
セ
ス

右
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
庶
務
課
編
輯
係
で
は
明
治
七
年
か
ら
国
の

命
を
受
け
て
「
上
野
国
郡
村
誌
」
や
「
群
馬
県
歴
史
」
等
の
編
輯
業
務
に
着

手
し
た
が
、
こ
の
業
務
は
明
治
十
八
年
度
以
降
、
国
が
直
接
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
編
輯
係
で
は
明
治
十
七
年
七
月
か
ら
引
き
継
ぎ
の
た
め
の

準
備
を
始
め
た
。
こ
の
結
果
、
群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
編
輯
事
業
は
業
務
半

ば
で
国
に
引
き
継
が
れ
、
同
十
八
年
七
月
に
は
編
輯
係
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
事
務
引
継
一
件
書
類
は
、
史
誌
編
輯
を
担
当
し

た
県
の
編
輯
係
が
業
務
遂
行
に
あ
た
り
作
成
又
は
収
受
し
た
国
や
郡
役
所
等

と
県
と
の
往
復
文
書
を
編
綴
し
た
も
の
で
、
群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
引
継
の

具
体
的
な
事
務
手
続
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二

引
継
一
件
書
類
の
内
容
別
編
年
目
録

前
述
の
と
お
り
本
史
料
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
編
輯
係
廃
止

に
伴
い
、
史
誌
関
係
文
書
等
を
改
め
て
庶
務
課
内
で
整
理
、
編
綴
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
明
治
二
十
三
年
九
月
以
降
、
佐
藤
県
政
下
で
新
設
さ
れ
た

知
事
官
房
が
改
め
て
表
装
し
直
し
、
永
年
保
存
文
書
と
し
て
保
存
管
理
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
本
史
料
は
現
在
、
県
の
公
文
書
と
し
て
既
に
閲
覧
利
用
に
供
し
て

お
り
、
当
文
書
館
の
「
収
蔵
資
料
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
は
明
治
期
行
政

文
書
の
簿
冊
目
録
と
共
に
、
一
三
件
の
件
名
（
史
料
①
②
、
③
～
⑦
、
⑱
～

㉑
、
㉒
㉓
は
各
一
件
と
し
て
処
理
）
に
分
類
、
登
載
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
群
馬
県
の
史
誌
編
輯
事
務
引
継
の
具
体
的
な
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
各
史
料
の
内
容
に
即
し
て
新
た
に
二
三
件
に
細
分
化
し
、
そ
れ
を
時
系

列
に
並
べ
替
え
て
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
が
次
の
内
容
別

編
年
目
録
で
あ
る
（
な
お
、
史
料
番
号
は
本
文
の
史
料
番
号
を
示
す
）
。

【

引
継
一
件
書
類
の
内
容
別
編
年
目
録

】

・
明
治
十
五
年
四
月

地
誌
編
輯
関
係
図
書
類
の
目
録
作
成
方
に
つ
き
楫

取
県
令
よ
り
戸
長
役
場
あ
て
達
【
史
料
⑫
】

・
明
治
十
六
年
四
月
十
九
日

歴
史
編
輯
に
つ
き
兵
部
省
官
員
よ
り
元
前

橋
県
へ
照
会
一
件
応
答
書
【
史
料
⑰
】

・
明
治
十
七
年
七
月
九
日

国
史
・
地
誌
編
輯
取
扱
い
方
並
び
編
輯
費
に

つ
き
太
政
大
臣
よ
り
群
馬
県
あ
て
達
【
史
料
⑤
】

・
明
治
十
七
年
八
月
七
日

内
務
省
に
て
地
誌
編
輯
取
扱
に
つ
き
内
務
卿

よ
り
群
馬
県
あ
て
目
録
等
取
纏
め
方
達
【
史
料
⑥
】

・
明
治
十
八
年
三
月
三
十
日

内
務
省
に
て
地
誌
編
輯
取
扱
に
つ
き
地
理

局
長
よ
り
佐
藤
県
令
あ
て
図
書
等
取
纏
め
方
通
知
【
史
料
②
】

・
明
治
十
八
年
三
月
三
十
日

内
務
省
に
て
地
誌
編
輯
取
扱
に
つ
き
地
理

局
長
よ
り
佐
藤
県
令
あ
て
図
書
等
取
纏
め
方
通
知
【
史
料
⑦
】

・
明
治
十
八
年
四
月
一
日

地
理
局
に
て
地
誌
編
輯
取
扱
に
つ
き
関
係
図

書
類
の
引
渡
目
録
等
取
纏
め
方
伺
い
【
史
料
①
】

・
明
治
十
八
年
四
月
一
日

史
誌
編
輯
費
廃
止
に
つ
き
編
輯
係
よ
り
会
計
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課
あ
て
買
収
備
品
取
調
べ
方
依
頼
及
び
会
計
課
回
答
【
史
料
⑪
】

・
明
治
十
八
年
六
月
九
日

地
誌
編
輯
図
書
類
は
目
録
に
演
説
書
を
添
え

受
取
に
つ
き
地
理
局
長
よ
り
佐
藤
県
令
あ
て
照
会
【
史
料
④
】

・
明
治
十
八
年
六
月
十
三
日

歴
史
資
料
と
し
て
西
群
馬
・
片
岡
郡
長
よ

り
下
仁
田
戦
争
顛
末
記
提
出
に
つ
き
大
書
記
官
あ
て
副
申
【
史
料
⑧
】

・
明
治
十
八
年
六
月
二
十
七
日

内
務
省
へ
地
誌
編
輯
事
務
引
継
に
つ
き

群
馬
県
よ
り
地
理
局
長
へ
懸
合
い
文
案
並
び
編
輯
材
料
書
類
目
録
・

事
務
引
継
演
説
【
史
料
③
】

・
明
治
十
八
年
七
月
三
日

修
史
館
に
て
府
県
史
編
輯
取
扱
に
つ
き
佐
藤

県
令
あ
て
関
係
資
料
等
取
纏
め
方
通
知
【
史
料
⑯
】

・
明
治
十
八
年
七
月
九
日

庶
務
課
記
録
係
よ
り
編
輯
係
あ
て
御
指
令
本

書
等
受
取
【
史
料
⑲
】

・
明
治
十
八
年
七
月
十
一
日

編
輯
係
所
蔵
資
料
を
駅
逓
係
及
び
土
木
課

へ
引
渡
し
方
伺
い
【
史
料
⑨
】

・
明
治
十
八
年
七
月
十
六
日

新
田
郡
大
村
荒
牧
氏
よ
り
新
田
家
書
類
写

の
下
戻
し
願
い
に
つ
き
伺
い
並
び
荒
牧
氏
請
取
【
史
料
⑩
】

・
明
治
十
八
年
七
月
二
十
二
日

県
史
書
類
引
継
及
び
古
書
捜
索
方
に
つ

き
修
史
館
よ
り
佐
藤
県
令
あ
て
事
前
通
知
【
史
料
⑬
】

・
明
治
十
八
年
七
月
二
十
二
日

歴
史
編
輯
事
務
引
継
の
た
め
修
史
館
よ

り
来
県
に
つ
き
事
務
引
継
演
説
案
伺
い
【
史
料
㉓
】

・
明
治
十
八
年
八
月
八
日

庶
務
課
常
務
係
よ
り
旧
編
輯
係
あ
て
引
継
図

書
等
受
取
【
史
料
⑱
】

・
明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

旧
編
輯
係
よ
り
会
計
課
あ
て
備
品
引
継
目

録
【
史
料
⑭
】

・
明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

旧
編
輯
係
よ
り
常
務
係
あ
て
備
品
引
継
目

録
【
史
料
⑮
】

・
明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

庶
務
課
編
輯
係
よ
り
農
商
係
あ
て
帳
簿
類

・
図
書
等
引
継
及
び
農
商
係
受
取
【
史
料
⑳
】

・
明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

農
商
係
よ
り
編
輯
係
あ
て
引
継
古
物
・
書

類
等
領
収
【
史
料
㉑
】

・
明
治
十
八
年
八
月
二
十
五
日

歴
史
編
輯
事
務
引
継
及
び
古
文
書
捜
索

の
た
め
修
史
館
員
来
県
に
つ
き
庶
務
課
員
随
行
の
上
申
【
史
料
㉒
】

三

引
継
一
件
書
類
の
主
な
内
容

明
治
新
政
府
に
よ
る
「
皇
国
地
誌
」
「
国
史
」
編
輯
事
業
は
、
冒
頭
で
も

記
し
た
よ
う
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
か
ら
太
政
官
正
院
の
地
誌
課
、

同
年
十
一
月
か
ら
同
歴
史
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
明
治
八
年
六
月
に
「
皇

国
地
誌
編
輯
例
則
」
と
同
七
年
十
一
月
に
「
歴
史
編
輯
例
則
」
を
全
国
府
県

に
指
示
し
て
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
明
治
八
年
四
月
、
歴
史
課
に
代

わ
っ
て
新
た
に
修
史
局
が
設
置
さ
れ
る
と
、
史
誌
編
輯
事
業
は
す
べ
て
修
史

局
（
明
治
十
年
か
ら
修
史
館
と
改
称
）
が
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
明
治
十
七
年
に
な
る
と
修
史
館
と
地
理
局
に
再
び
分
割
さ
れ
、
全
国
府

県
の
史
誌
編
輯
業
務
は
国
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
群
馬
県
に
お
い
て
史
誌
引
継
の
事
務
手
続
が
実
際
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
経
過
を
右
編
年
目
録
の
記
述
を
基
に
整
理
し
て

お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
明
治
十
七
年
七
月
九
日
、
三
條
実
美
太
政
大
臣
の
達
に
よ
っ
て
明
治

十
八
年
度
以
降
、
史
誌
編
輯
事
業
の
う
ち
国
史
は
修
史
館
、
地
誌
は
内
務
省

地
理
局
で
所
管
し
、
以
後
そ
の
編
輯
費
九
五
〇
円
も
下
付
し
な
い
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
（
史
料
⑤
）
。
続
い
て
県
の
庶
務
課
編
輯
係
（
担
当
職
員
は
小
澤

如
風
・
山
崎
衡
ら
）
で
は
山
県
有
朋
内
務
卿
か
ら
の
達
（
史
料
⑥
）
及
び
桜

井
勉
内
務
省
地
理
局
長
か
ら
の
通
知
（
史
料
⑦
）
を
受
け
、
ま
ず
地
誌
関
係
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の
資
料
・
図
書
類
を
取
り
纏
め
、
そ
の
整
理
・
目
録
化
作
業
に
着
手
し
た
。

併
せ
て
編
輯
係
は
県
の
会
計
課
に
対
し
、
明
治
八
年
度
か
ら
同
十
七
年
度
ま

で
に
国
か
ら
下
付
さ
れ
た
編
輯
費
で
年
度
毎
に
購
入
し
た
備
品
等
の
リ
ス
ト

（
品
目
・
数
量
・
金
額
）
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
（
史
料
⑪
）
。
こ
う
し

て
編
輯
係
は
明
治
十
八
年
六
月
を
期
限
と
し
て
地
誌
編
輯
材
料
書
類
目
録
を

作
成
し
、
こ
れ
に
事
務
引
継
演
説
を
添
え
て
地
理
局
と
の
引
継
事
務
を
終
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
史
料
③
）
。
た
だ
し
事
務
引
継
演
説
に
よ
る

と
、
上
野
国
一
四
郡
の
う
ち
勢
多
郡
を
除
く
一
三
郡
は
既
に
郡
村
誌
の
編
成

を
終
え
て
進
達
済
み
で
あ
っ
た
が
、
勢
多
郡
に
つ
い
て
は
編
成
作
業
の
遅
れ

を
理
由
に
、
原
稿
の
ま
ま
地
理
局
へ
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
現

物
の
図
書
類
は
、
地
理
局
職
員
が
後
日
現
地
に
出
張
し
た
際
に
引
き
渡
し
、

参
考
書
類
も
後
日
謄
写
し
た
う
え
で
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
遅
延
し
た
右
の
勢
多
郡
村
誌
に
関
し
て
は
、
写
本
が
当
文
書
館
に

所
蔵
（
請
求
番
号
：
議
二
四
九
〇
）
さ
れ
、
序
文
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
参
考
に
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
（
『
上
野
国
郡
村
誌
１

勢
多

郡
（
１
）
』
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会

昭
和
五
十
二
年
刊
）
。

今
般
編
輯
係
廃
セ
ラ
レ
、
地
誌
編
輯
事
務
ハ
地
理
局
ニ
引
継
キ
タ
リ
シ

カ
、
本
県
上
州
十
四
郡
中
十
三
郡
ハ
編
成
呈
出
済
ミ
ニ
シ
テ
、
残
ル
所

勢
多
ノ
一
郡
ニ
在
リ
、
因
テ
町
村
ヨ
リ
進
達
ス
ル
所
ノ
原
稿
ヲ
以
地
理

局
ニ
引
継
キ
、
本
県
ニ
ハ
謄
写
備
置
モ
ノ
此
レ
也
、
向
後
地
理
局
ヨ
リ

照
会
ア
ラ
ン
時
ノ
参
考
ト
ス
、
此
編
成
十
三
郡
ノ
地
誌
ト
此
写
本
ト
ヲ

合
セ
ハ
全
州
ヲ
見
ル
ニ
足
ル
ヘ
シ
、
編
冊
十
冊
ト
ス

明
治
十
八
年
七
月

一
方
、
修
史
館
へ
引
き
継
ぐ
歴
史
編
輯
資
料
に
関
し
て
は
、
「
修
史
館
ヘ

ノ
引
渡
シ
モ
ノ
ハ
未
タ
目
的
不
相
立
、
（
中
略
）
差
向
キ
地
誌
ニ
係
ル
モ
ノ

ヲ
調
査
シ
、
歴
史
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
追
テ
可
伺
出
候
」
（
史
料
①
）
、
ま
た
「
歴

史
引
継
之
義
ハ
在
京
山
内
一
等
属
江

委
托
、
修
史
館
引
合
候
処
、
委
細
近
日

可
通
達
と
の
義
ニ
付
、
追
而

可
伺
出
候
」
（
史
料
③
）
と
あ
る
と
お
り
、
整

理
作
業
が
地
誌
よ
り
も
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
十
八
年
七
月
三
日

に
な
る
と
修
史
館
監
事
巌
谷
修
か
ら
佐
藤
群
馬
県
令
あ
て
に
関
係
資
料
等
の

取
り
纏
め
の
依
頼
が
あ
り
（
史
料
⑯
）
、
よ
う
や
く
準
備
作
業
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
七
月
二
十
二
日
に
は
巌
谷
監
事
か
ら
佐
藤
県
令
へ

関
東
六
県
の
県
史
引
継
や
古
文
書
捜
索
を
目
的
と
し
て
修
史
館
編
修
副
長
官

の
重
野
安
繹
ら
が
東
京
を
出
発
し
た
と
の
事
前
通
知
が
あ
り
（
史
料
⑬
）
、

こ
れ
を
受
け
て
編
輯
係
は
七
月
末
ま
で
に
編
輯
業
務
の
進
捗
状
況
や
問
題
点

等
を
整
理
し
た
歴
史
編
輯
事
務
引
継
演
説
を
作
成
し
て
い
る
（
史
料
㉓
）
。

な
お
、
前
掲
の
拙
稿
（
『
双
文
』
第
二
二
号
所
収
）
で
収
録
し
た
修
史
館

重
野
安
繹
の
古
文
書
採
訪
「
復
命
書
」
に
は
「
明
治
十
八
年
七
月
十
日
、
神

奈
川
・
埼
玉
・
群
馬
・
千
葉
・
茨
城
・
栃
木
六
県
御
用
出
張
之
命
ヲ
蒙
リ
、

六
等
掌
記
日
下
寛
・
田
中
義
成
、
七
等
掌
記
小
倉
秀
貫
随
行
被
仰
付
、
是
ヨ

リ
先
、
府
県
史
編
纂
ノ
事
ヲ
修
史
館
ニ
被
仰
、
因
テ
六
県
編
纂
事
務
引
継
ノ

為
メ
、
且
ハ
各
地
古
文
書
捜
索
ヲ
兼
ネ
テ
此
命
ア
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
さ
ら

に
「
古
文
書
採
訪
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
八
月
二
十
二
日
前
橋
町
に
到

着
す
る
と
、
早
速
県
庁
に
随
員
を
派
遣
し
た
が
、
佐
藤
県
令
・
森
大
書
記
官

は
そ
れ
ぞ
れ
出
張
中
で
不
在
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
三
日
は
県
か
ら
九
等
属
小

澤
如
風
（
元
編
輯
係
）
が
重
野
の
止
宿
先
を
訪
れ
、
事
務
引
継
に
つ
い
て
事

前
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
四
日
朝
、
佐
藤
県
令
・
森
大
書
記
官

・
元
編
輯
係
六
等
属
山
崎
衡
（
廃
官
）
が
来
宿
、
県
庁
で
引
継
を
完
了
し
て

い
る
。
こ
の
引
継
に
は
庶
務
課
長
一
等
属
の
山
内
信
實
と
小
澤
如
風
が
関
与

し
た
と
あ
る
。
県
史
引
継
を
終
え
た
重
野
ら
一
行
は
、
引
き
続
き
八
月
末
ま

で
県
内
の
古
文
書
採
訪
を
行
っ
て
い
る
が
、
調
査
に
は
山
崎
衡
の
ほ
か
、
佐
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藤
県
令
の
命
を
受
け
た
庶
務
課
員
小
澤
如
風
も
随
行
し
て
い
る
（
史
料
㉒
）
。

結
び
に
か
え
て

群
馬
県
の
「
旧
編
輯
係
事
務
引
継
一
件
書
類
」
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
楫
取
か
ら
佐
藤
県
令
へ
の
「
知
事
更
迭
事
務

引
継
書
」
や
同
十
八
年
の
太
政
官
修
史
館
に
よ
る
「
関
東
六
県
古
文
書
採
訪

記
録
」
の
記
述
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
。
全
国
府
県
の

史
誌
編
輯
は
明
治
十
八
年
六
月
を
期
限
と
し
て
太
政
官
修
史
館
と
内
務
省
地

理
局
と
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
明
治
前
期
か
ら
中
期
は
、
明
治
六
年
熊
谷

県
令
と
な
っ
た
楫
取
素
彦
が
群
馬
県
令
に
転
任
し
、
明
治
十
七
年
に
元
老
院

議
官
と
し
て
転
出
す
る
ま
で
の
期
間
に
あ
た
り
、
業
務
は
庶
務
課
内
の
編
輯

係
で
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
務
は
庶
務
課
長
山
内
信
實
（
一
等
属
）

の
下
で
、
主
に
山
崎
衡
や
小
澤
如
風
ら
が
担
当
し
た
こ
と
は
各
史
料
に
押
捺

さ
れ
て
い
る
印
章
等
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
二
人
の

簡
単
な
履
歴
を
紹
介
し
て
結
び
に
か
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
山
崎
衡
に
関
し
て
は
、
岡
部
福
蔵
著
『
上
野
人
物
志
』
（
上
毛
郷
土

史
研
究
会

大
正
十
四
年
刊
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
姓
高
松
氏
、
衡
山
と
号
す
、
徳
川
幕
府
旗
下
の
士
な
り
、
山
崎
家
に

養
は
る
、
昌
平
校
に
学
び
、
経
史
に
通
ず
、
中
村
敬
宇
同
窓
の
友
な
り
、

長
崎
に
遊
び
、
蘭
学
を
修
し
、
又
撃
剣
に
長
ず
、
楫
取
群
馬
県
令
の
招

に
応
じ
、
本
県
史
跡
編
修
に
鞅
掌
す
る
多
年
、
後
東
京
に
帰
り
卒
す

遺
稿

洗
寃
史
論
、
新
田
義
貞
、
児
島
高
徳
、
三
王
墳
墓
略
記
、

詩
文
稿
、
随
筆
、
其
他
数
十
巻

ま
た
丸
山
知
良
は
「
山
崎
衡
覚
え
書
」
（
『
群
馬
文
化
』
第
一
二
二
号

昭
和
四
十
六
年
刊
）
の
中
で
明
治
十
五
年
の
履
歴
書
（
文
書
館
蔵

請
求
番

号
：
知
事
８
４
Ａ

９
５

3/4

）
を
掲
載
し
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
山
崎
は
旧

名
を
衡
三
郎
、
元
静
岡
県
士
族
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
二
十
五
日

生
ま
れ
で
、
明
治
十
二
年
七
月
に
群
馬
県
師
範
学
校
教
師
と
し
て
来
県
、
東

群
馬
・
南
勢
多
の
郡
書
記
等
を
経
て
、
同
十
四
年
五
月
に
群
馬
県
雇
編
輯
係

へ
転
任
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
明
治
十
八
年
八
月
に
史
誌
の
事
務
引
継

を
終
え
る
と
、
そ
の
後
は
県
を
退
職
し
て
東
京
に
戻
り
、
同
二
十
七
年
十
一

月
十
六
日
、
六
十
四
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
小
澤
如
風
に
つ
い
て
は
、
当
文
書
館
所
蔵
の
明
治
三
十
年
「
退
官

履
歴
」
（
請
求
番
号
：
知
事
８
４
Ａ

２
４
８

2/3

）
と
明
治
四
十
年
「
公
共

団
体
吏
員
」
（
請
求
番
号
：
明
１
２
３
２

1/2

）
の
中
に
履
歴
書
が
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
澤
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
月
一
日
（
又

は
十
九
日
）
信
濃
国
水
内
郡
北
長
池
村
に
生
ま
れ
（
本
籍
は
西
群
馬
郡
倉
賀

野
駅
）
、
明
治
八
年
に
佐
野
小
学
校
教
員
と
し
て
採
用
、
の
ち
同
十
三
年
六

月
に
庶
務
課
編
輯
係
に
転
任
、
以
来
専
ら
県
の
史
誌
編
輯
業
務
に
従
事
し
、

同
十
八
年
八
月
二
十
四
日
に
は
「
修
史
館
編
修
副
長
官
重
野
安
繹
歴
史
編
輯

ノ
為
メ
管
内
巡
回
ニ
付
各
郡
ヘ
主
張
申
付
候
事
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
山
崎
と
小
澤
の
二
人
は
共
に
明
治
期
の
群
馬
県
に
お
け
る
史

誌
編
輯
事
業
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
県
史
の
事
務
引
継
後
は
、
山
崎
が

重
野
安
繹
ら
、
小
澤
が
日
下
寛
の
古
文
書
調
査
に
そ
れ
ぞ
れ
案
内
役
と
し
て

随
行
し
、
山
崎
は
八
月
二
十
八
日
、
小
澤
は
九
月
二
日
に
役
目
を
終
え
て
前

橋
に
帰
っ
た
こ
と
が
重
野
一
行
の
「
古
文
書
採
訪
日
記
」
か
ら
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
、
明
治
十
八
年
の
史
誌
編
輯
事
務
の
国
へ
の
引
継
に
伴
い
、
群
馬
県

庶
務
課
が
編
綴
し
た
「
雑
事

管
外
官
衙
」
（
「
旧
編
輯
係
事
務
引
継
一
件

書
類
」
）
に
つ
い
て
史
料
解
題
を
記
し
て
き
た
。
国
へ
移
管
さ
れ
た
史
誌
編

輯
事
業
は
そ
の
後
、
地
誌
は
内
務
省
地
理
局
か
ら
文
部
省
に
移
り
、
明
治
二
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十
三
年
に
は
帝
国
大
学
の
地
誌
編
纂
掛
で
継
続
さ
れ
た
。
一
方
、
府
県
史
を

引
き
継
い
だ
修
史
館
は
明
治
十
九
年
一
月
、
太
政
官
制
か
ら
内
閣
制
度
へ
の

移
行
に
伴
い
内
閣
臨
時
修
史
局
と
改
称
、
さ
ら
に
同
二
十
一
年
帝
国
大
学
に

移
管
さ
れ
て
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
（
同
二
十
四
年
、
地
誌
編
纂
掛
と
合
併
し

て
史
誌
編
纂
掛
と
改
称
）
と
な
る
が
、
同
二
十
六
年
四
月
十
日
、
史
誌
編
纂

掛
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
国
の
修
史
事
業
は
未
完
の
ま
ま
中
止
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
本
史
料
の
編
集
に
あ
た
り
凡
例
と
参
考
文
献
を
示
し
て
お
く
。

凡

例

一
、
本
史
料
は
、
群
馬
県
立
文
書
館
が
所
蔵
し
閲
覧
公
開
し
て
い
る
明
治

期
行
政
文
書
の
中
の
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
群
馬
県
庶
務
課
「
雑

事

管
外
官
衙
」
（
「
旧
編
輯
係
事
務
引
継
一
件
書
類
」
請
求
番
号
：

明
１
７
８
）
で
あ
る
。

一
、
本
史
料
は
、
明
治
十
八
年
庶
務
課
編
輯
係
が
廃
止
さ
れ
た
際
、
同
係

で
管
理
保
存
し
て
い
た
文
書
を
一
件
書
類
と
し
て
整
理
し
た
も
の
で
、

翻
刻
・
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
出
来
る
だ
け
原
本
の
体
裁
を
尊
重
し
て

掲
載
し
た
が
、
便
宜
上
一
部
省
略
し
た
箇
所
は
括
弧
で
注
記
し
た
。

一
、
各
史
料
の
内
容
を
判
別
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、
本
文
に
は
適

宜
句
点
を
付
け
る
と
と
も
に
、
新
た
に
史
料
番
号
（
【
史
料
①
～23
】
）

を
付
し
、
ま
た
本
史
料
の
解
題
に
は
内
容
別
編
年
目
録
を
掲
載
し
た
の

で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
史
料
本
文
中
に
表
紙
又
は
朱
書
・
異
筆
・
下
ゲ
札
等
が
あ
る
時
は
、

そ
の
部
分
を
「

」
で
囲
み
、
（
表
紙
）
（
朱
書
）
等
と
傍
注
し
て
本

文
と
区
別
し
た
。

一
、
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
判
読
不
明
の
場
合
は
□
で

示
す
か
（
カ
）
な
ど
と
注
記
し
た
。
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
や
推
定
し
た

文
字
は
そ
れ
を
傍
注
し
た
。

一
、
助
詞
等
で
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
（
者
・
江
・
茂
・
而
な
ど
）

は
小
字
を
用
い
て
区
別
し
た
。

一
、
原
本
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
印
章
で
判
読
可
能
な
も
の
は
、
出
来
る
だ

け
印
文
と
㊞
を
括
弧
で
示
し
、
判
読
不
能
な
も
の
は
㊞
の
み
と
し
た
。

【
参
考
文
献
】

・
岡
田
昭
二
「
【
史
料
紹
介
】
明
治
十
八
年
の
関
東
六
県
古
文
書
採
訪
記

録
ー
群
馬
県
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
群
馬
県
立
文
書
館
紀
要
『
双
文
』

第
二
十
二
号

平
成
十
七
年
刊
）

・
岡
田
昭
二
「
群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
編
纂
事
業
と
そ
の
変
遷
」
（
同
右

『
双
文
』
第
二
十
四
号

平
成
十
九
年
刊
）

・
『
群
馬
県
史

資
料
編

』
近
代
現
代
五
（
群
馬
県

昭
和
六
十
二
年

21

刊
）

・
『
上
野
国
郡
村
誌
１

勢
多
郡
（
１
）
』
（
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会

昭
和
五
十
二
年
刊
）

・
岡
部
福
蔵
著
『
上
野
人
物
志
』
（
上
毛
郷
土
史
研
究
会

大
正
十
四
年

刊
）

・
丸
山
知
良
「
山
崎
衡
覚
え
書
」
（
『
群
馬
文
化
』
第
一
二
二
号

昭
和

四
十
六
年
刊
）

・
太
田
富
康
著
『
近
代
地
方
行
政
体
の
記
録
と
情
報
』
（
岩
田
書
院

平

成
二
十
二
年
刊
）
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【
史
料
】
明
治
十
八
年

雑
事
管
外
官
衙

庶
務
課
（
請
求
№
明
治
一
七
八
）

（
表
紙
）

「
明
治
十
八
年
八
月

庶
務
部

雑
事

管
外
官
衙

永
年
保
存
（
朱
印
）

知
事
官
房
」

（
中
表
紙
）

（
朱
書
）

「

明
治
十
八
年
八
月

「
雑
事
管
外
」

永
年
保
存
（
朱
印
）

旧
編
輯
係
事
務
引
継
一
件
書
類

庶
務
課

」

【
史
料
①
】

（
欄
外
）

「
管
外
雑
事
」

十
八
年
四
月
一
日

五
等
属
世
木
真
人
㊞

令
（
佐
藤
㊞
）

大
書
記
官

庶
務
課

（
信
實
㊞
）
編
輯
係
（
小
澤
㊞
・
彦
㊞
）

常
務
係
（
渋
谷
㊞
・
吉
川
㊞
）
㊞

（
利
根
川
㊞
）

別
紙
地
理
局
長
ヨ
リ
通
知
之
趣
ハ
、
昨
十
七
年
八
月
中
、
内
務
卿
ヨ
リ
達
ノ

趣
モ
有
之
、
兼
テ
取
纏
メ
置
候
儀
之
処
、
図
書
類
ハ
地
理
局
ヨ
リ
出
張
受
取

ヘ
キ
旨
猶
又
通
知
ニ
付
、
右
取
纏
方
ニ
着
手
可
仕
、
付
テ
ハ
地
誌
ニ
係
ル
一

切
ノ
書
類
悉
皆
引
渡
シ
候
テ
ハ
庁
中
参
考
ノ
欠
乏
ト
モ
可
相
成
、
且
又
借
上

引
用
書
ハ
既
ニ
返
却
セ
シ
モ
ノ
モ
有
之
、
現
今
借
用
中
ノ
分
ハ
其
目
録
ト
所

持
主
ト
ヲ
記
シ
タ
ル
書
面
ヲ
以
シ
、
此
際
其
所
持
人
ヘ
返
却
シ
、
又
編
輯
費

ヲ
以
買
収
シ
タ
ル
引
用
書
類
ハ
無
論
引
渡
ス
モ
ノ
ト
シ
、
其
他
ノ
書
類
ハ
県

庁
ノ
所
蔵
ト
シ
、
之
レ
ヲ
目
録
ニ
記
シ
、
地
理
局
ニ
入
用
ヲ
要
ス
レ
ハ
貸
渡

ノ
コ
ト
ニ
区
別
可
相
立
見
込
ニ
有
之
候
、
地
理
局
長
ヘ
ハ
今
般
通
知
ノ
趣
ニ

対
シ
候
テ
ハ
特
ニ
回
答
ニ
及
フ
マ
シ
ク
哉

但
、
修
史
館
ヘ
ノ
引
渡
シ
モ
ノ
ハ
未
タ
目
的
不
相
立
、
庁
中
一
切
ノ
記
録

悉
皆
歴
史
ノ
資
料
ニ
付
、
問
ヲ
待
チ
テ
時
々
詮
儀
ヲ
尽
シ
、
各
課
ヨ
リ
答

フ
ル
ノ
外
有
之
マ
シ
ク
、
猶
模
様
モ
可
有
之
ニ
付
、
差
向
キ
地
誌
ニ
係
ル

モ
ノ
ヲ
調
査
シ
、
歴
史
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
追
テ
可
伺
出
候

【
史
料
②
】

（
欄
外
）

「
（
庶
務
㊞
）

三
月
三
十
一
日
受
付

甲
第
二
九
号
（
本
多
㊞)

」

（
朱
書
）

「
地
発
第
六
八
号
」

地
誌
編
輯
之
義
、
本
年
度
以
後
当
省
ニ
於
テ
取
扱
相
成
候
ニ
付
、
昨
十
七
年

八
月
七
日
内
務
卿
ヨ
リ
被
相
達
候
趣
モ
有
之
候
処
、
右
図
書
類
ハ
追
テ
当
局

ヨ
リ
出
張
御
受
取
可
及
候
条
、
兼
テ
御
取
纏
メ
有
之
度
、
為
念
此
段
及
御
通

知
置
候
也

明
治
十
八
年
三
月
三
十
日

地
理
局
長

桜
井

勉

印

群
馬
県
令

佐
藤
與
三
殿

【
史
料
③
】

（
欄
外
）

㊞

「

六
月
廿
六
日
決
判
済

」

「

校
合
済
㊞

」

「

六
月
廿
七
日

発
送
済
㊞

」

十
八
年
六
月

五
等
属
世
木
真
人
㊞
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令

（
森
㊞
）
大
書
記
官

庶
務
課

常
務
係
（
渋
谷
・
小
澤
・
吉
川
他
三
名
㊞
）

編
輯
係
（
衡
㊞
）

㊞
調
査
係
（
飯
沼
㊞
・
中
野
㊞
）

地
誌
編
輯
事
務
内
務
省
ヘ
引
継
方
之
儀
、
左
ニ
相
伺
候
也

（
山
内
信
實
）

但
、
歴
史
引
継
之
義
ハ
在
京
山
内
一
等
属
江

委
托
、
修
史
館
引
合
候

処
、
委
細
近
日
可
通
達
と
の
義
ニ
付
、
追
而

可
伺
出
候

地
理
局
長
江

懸
合
文
案

（
朱
書
）

「
編
乙
第
三
十
四
号
」

（
朱
書
）「
十
八
」

地
誌
編
輯
之
義
、
本
年
度
よ
り
御
省
ニ
於
テ
御
取
扱
相
成
候
付
而
者

、
予
而

内
務
卿
御
達
及
本
年
三
月
中
御
通
知
、
猶
去
ル
九
日
付
御
照
会
之
趣
ニ
依
リ
、

於
本
県
該
残
事
務
引
継
之
書
類
、
別
紙
目
録
江

演
説
書
相
添
差
進
候
、
尤
現

物
ハ
追
而

御
局
員
出
張
之
上
可
及
御
渡
候
、
此
段
及
御
照
会
候
也

（
佐
藤
県
令
）

十
八
年
六
月

令

地
理
局
長

桜
井

勉
殿

地
誌
編
輯
材
料
書
類
目
録

一
勢
多
郡
町
村
誌
原
稿
一
括

右
該
町
村
よ
り
徴
取
之
分

一
参
考
書
類
四
拾
八
冊

但
、
追
々
謄
写
備
置
之
分

内
上
野
志

三
冊

上
野
風
土
記

壱
冊

同
郡
分
風
土
記

壱
冊

前
橋
風
土
記

壱
冊

伊
勢
崎
風
土
記

壱
冊

沼
田
記
撮
抄

壱
冊

沼
田
余
説

壱
冊

関
東
古
戦
録

拾
五
冊

三
裔
考

三
冊

（
カ
）

志
談
記

壱
冊

浪
合
記

壱
冊

高
崎
誌

三
冊

安
中
誌

三
冊

上
毛
野
伝
説
雑
記

拾
三
冊

（
カ
）

但
、
拾
遺
上
毛
野
国
廻
紀
行
脚
随
筆
・
碓
氷
雑
誌
共

右
及
御
引
継
候
也

明
治
十
八
年
六
月

群
馬
県

地
理
局御

中

地
誌
編
輯
事
務
引
継
演
説

本
県
地
誌
編
輯
事
務
、
明
治
八
年
着
手
以
来
各
郡
逐
次
調
査
、
管
轄
拾
四
郡

中
其
拾
三
郡
者

既
ニ
編
成
進
達
、
即
今
残
ル
所
勢
多
之
一
郡
ニ
候
処
、
近
頃

歴
史
編
輯
督
促
あ
り
し
か
為
、
勢
多
郡
ニ
着
手
之
段
無
之
、
終
ニ
本
年
七
月

以
後
、
於
御
省
編
輯
御
取
扱
之
事
ニ
相
成
候
付
、
勢
多
郡
よ
り
徴
取
せ
し
町

村
誌
原
稿
之
侭
及
御
引
継
候
、
然
処
地
誌
編
輯
ニ
ハ
担
任
者
親
し
く
該
地
方
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ニ
巡
回
目
撃
、
努
め
て
遺
漏
を
捜
索
シ
古
記
ヲ
採
拾
シ
、
実
際
ニ
就
キ
多
少

考
究
を
費
シ
テ
編
成
之
義
ニ
而

、
右
町
村
呈
出
之
原
稿
ニ
於
テ
ハ
杜
撰
不
少
、

條
令
ニ
不
適
合
あ
る
を
免
レ
難
く
候
、
参
考
書
類
ハ
追
々
謄
写
備
置
之
分
、

別
紙
目
録
之
通
及
御
引
継
候
義
ニ
有
之
候
也

明
治
十
八
年
六
月

群
馬
県

地
理
局御

中

【
史
料
④
】

（
欄
外
）

「
（
庶
務
㊞
）

六
月
十
日
受
付

甲
第
一
二
号
（
本
多
㊞
）

」

（
朱
書
）

「
発
一
四
二
」

地
誌
編
輯
ニ
係
ル
図
書
類
受
取
方
ノ
義
ニ
付
、
本
年
三
月
発
六
八
号
ヲ
以
及

御
通
知
置
候
処
、
各
地
方
一
時
ニ
出
張
及
御
受
取
候
義
ハ
難
相
整
候
ニ
付
、

此
際
目
録
ヲ
以
御
引
継
ヲ
受
ケ
、
現
物
ハ
追
テ
当
局
員
出
張
ノ
上
、
御
受
取

申
度
候
条
、
右
目
録
ニ
演
説
書
ヲ
添
へ
御
廻
送
有
之
候
様
致
度
、
此
段
及
御

照
会
候
也

十
八
年
六
月
九
日

地
理
局
長

桜
井

勉

印

群
馬
県
令

佐
藤
與
三
殿

【
史
料
⑤
】

（
欄
外
）

「
参
照
」

群
馬
県

国
史
・
地
誌
編
輯
ノ
儀
、
明
治
十
八
年
度
以
後
、
国
史
ハ
修
史
館
ニ
、
地
誌

ハ
内
務
省
ニ
於
テ
為
取
扱
候
條
、
右
編
輯
費
金
九
百
五
拾
円
ハ
同
年
度
以
後

之
ヲ
下
付
セ
ス
、
此
旨
相
達
候
事

明
治
十
七
年
七
月
九
日

太
政
大
臣

三
條
実
美

【
史
料
⑥
】

乾
地
第
三
一
二
号

群
馬
県

地
誌
編
輯
ノ
儀
、
明
治
十
八
年
以
後
於
当
省
取
扱
候
ニ
付
而

ハ
、
従
前
於
其

県
成
稿
ノ
図
書
ハ
勿
論
、
目
下
編
輯
中
ノ
図
書
、
及
ヒ
参
考
ノ
為
メ
買
上
并

借
上
タ
ル
図
書
類
等
ハ
夫
々
目
録
ヲ
製
シ
、
予
メ
取
纏
メ
置
、
追
而

引
継
ノ

際
紛
敷
セ
サ
ル
様
注
意
ス
ヘ
シ
、
此
旨
相
達
候
事

（
七
の
誤
カ
）

明
治
十
八
年
八
月
七
日

内
務
卿

山
県
有
朋

【
史
料
⑦
】

地
発
第
六
八
号

地
誌
編
輯
之
義
、
本
年
度
以
後
於
当
省
取
扱
相
成
候
ニ
付
、
昨
十
七
年
八
月

七
日
内
務
卿
ヨ
リ
被
相
達
候
趣
も
有
之
候
処
、
右
図
書
類
ハ
追
テ
当
局
ヨ
リ

出
張
御
受
取
可
及
候
条
、
兼
而

御
取
纏
め
有
之
度
、
為
念
此
段
及
御
通
知
置

候
也明

治
十
八
年
三
月
三
十
日

地
理
局
長

桜
井

勉

群
馬
県
令

佐
藤
与
三
殿

【
史
料
⑧
】

（
欄
外
）

「
（
庶
務
㊞
）

六
月
十
五
日
受
付

乙
二
第
一
二
号
㊞

」

（
朱
書
）

「
甲
第
六
百
六
十
九
号
」
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客
月
編
丙
第
拾
弐
号
ヲ
以
歴
史
編
纂
資
料
ニ
供
ス
ル
為
メ
、
去
元
治
年
間
旧

高
崎
藩
ニ
於
テ
故
武
田
耕
雲
斎
追
討
之
節
、
北
甘
楽
郡
下
仁
田
ニ
於
テ
戦
闘

之
顛
末
詳
細
取
調
可
差
出
云
々
御
達
相
成
、
別
紙
壱
綴
当
時
該
件
ニ
付
探
偵

従
事
、
高
崎
駅
新
町
区
中
沢
儀
兵
衛
手
扣
、
其
他
旧
高
崎
藩
士
中
各
自
手
留

（
カ
）

及
記
憶
口
碑
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
等
、
其
実
事
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
取
リ
編
成
致
シ

則
進
達
候
、
将
タ
高
崎
駅
於
テ
亡
冨
屋
定
七
外
弐
名
、
戦
状
探
偵
等
ニ
従
事

セ
シ
モ
ノ
手
扣
等
書
類
所
蔵
ニ
候
得
者

可
申
立
御
達
之
処
、
右
定
七
ハ
戦
死

（
カ
）

セ
シ
ニ
付
蔵
書
一
切
無
之
趣
、
片
岡
郡
清
水
寺
住
職
田
邨
仙
兵
ハ
当
時
別
ニ

手
留
メ
無
之
、
後
年
ニ
至
リ
取
調
シ
戦
死
者
性
名
・
法
号
等
ヲ
記
録
セ
シ
モ

ノ
有
之
ト
モ
採
集
ス
ヘ
キ
廉
不
相
見
、
惟
リ
高
崎
於
テ
前
書
中
沢
儀
兵
衛
所

蔵
之
本
人
手
扣
御
照
覧
可
相
成
候
廉
有
之
様
相
見
ヘ
候
、
此
段
副
申
候
也

明
治
十
八
年
六
月
十
三
日

西
群
馬

郡
長

吉
見
邦
直

印

片

岡

群
馬
県
大
書
記
官

森

醇
殿

旧
高
崎
藩
幕
命
ヲ
奉
シ
賊
徒
追
討
之
節
、
北
甘
楽
郡
下
仁
田
ニ
於
テ

武
田
等
ト
戦
闘
之
顛
末

（
下
仁
田
戦
争
顛
末
の
本
文
、
省
略
）

西
群
馬

明
治
十
八
年
六
月

郡
役
所

片

岡

【
史
料
⑨
】

（
欄
外
）

「
七
月
十
一
日
決
判
済
」

十
八
年
七
月
十
一
日

五
等
属
世
木
真
人
㊞

旧
編
輯
係
（
衡
㊞
）

（
佐
藤
㊞
）
令

大
書
記
官

庶
務
係
（
渋
谷
・
小
澤
・
吉
川
他
二
名
㊞
）

一
駅
逓
史

壱
冊

右
駅
逓
係
江

岡
田
武
周
㊞

一
有
用
木
材
捷
覧

初
編

壱
冊

一
有
用
木
材
試
験
表

壱
帖

一
製
造
機
械
品
目

壱
冊

右
土
木
課
江

磯
村
應
㊞

右
編
輯
係
所
蔵
之
分
、
前
書
之
課
係
所
望
ニ
付
引
渡
可
申
哉

【
史
料
⑩
】

十
八
年
七
月
十
六
日

五
等
属
世
木
真
人
㊞

令

（
森
㊞
）
大
書
記
官

（
信
實
㊞
）
庶
務
課

編
輯
係残

事
務

新
田
家
書
類
写
下
戻
之
義
、
荒
牧
孫
三
郎
よ
り
別
紙
之
通
申
立
候
ニ
付
、
下

戻
可
然
哉

但
、
該
書
者

公
然
役
座
を
経
差
出
候
も
の
ニ
無
之
、
前
懸
ニ
巡
廻
之
序
一

覧
之
為
写
取
差
出
さ
せ
候
分
、
編
輯
係
参
考
之
為
相
納
め
有
之
候
義
ニ
有

之
候

（
欄
外
）

「
安
川
繁
成
よ
り
到
来
之
由
ニ
而

、
十
八
年
四
月
廿
九
日
森
書
記
官
よ
り
受

取
」

新
田
家
書
類
写
御
下
戻
願
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新
田
郡
大
村

荒
牧
孫
三
郎

右
奉
申
上
候
、
先
年
中
前
県
令
御
一
覧
被
成
度
趣
ニ
付
、
新
田
家
書
類
写
上

申
致
置
候
処
、
該
書
類
謄
写
疎
漏
之
廉
有
之
候
間
、
一
先
御
下
戻
シ
被
成
下

度
、
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

右

明
治
十
八
年
四
月
廿
七
日

荒
牧
孫
三
郎
㊞

（
異
筆
）

「
右
御
下
渡
相
成
、
正
ニ
請
取
候
也

右

明
治
十
八
年
七
月
十
六
日

同

人
㊞
」

【
史
料
⑪
】

十
八
年
四
月
一
日

世
木
五
等
属
㊞

常
務
係
（
吉
川
・
原
田
他
一
名
㊞
）

庶
務
課
（
信
實
㊞
）

編
輯
係
（
衡
・
小
澤
他
二
名
㊞
）

（
六
の
誤
カ
）

去
ル
明
治
七
年
四
月
太
政
官
第
五
十
四
号
布
達
ヲ
以
、
地
誌
編
輯
費
自
今
一

年
額
金
七
百
円
渡
方
相
成
、
同
年
十
一
月
太
政
官
第
百
四
十
七
号
布
達
、
地

誌
編
輯
費
を
以
国
史
編
輯
両
般
之
費
用
ニ
支
給
、
同
九
年
十
月
太
政
官
第
百

壱
号
布
達
、
史
誌
編
輯
費
本
年
以
降
弐
百
五
拾
円
増
加
之
処
、
十
八
年
度
よ

（
朱
書
）「
理
」

（
カ
）

り
編
輯
費
ヲ
廃
修
史
館
・
地
誌
局
江

引
渡
ニ
付
、
明
治
七
年
よ
り
自
今
迄
ニ

係
ル
買
収
之
備
品
取
調
ヲ
要
シ
候
条
、
於
貴
課
至
急
御
詮
義
之
上
、
備
品
付

立
御
回
送
相
成
度
及
御
依
頼
候
也

但
、
明
治
十
四
年
一
月
乙
第
三
号
内
務
省
達
、
十
三
年
度
以
降
ハ
雛
形
ニ

準
シ
勘
定
書
ニ
差
出
、
明
治
七
年
よ
り
十
二
年
度
迄
之
分
各
年
度
雛
形
ニ

（
カ
）

準
シ
、
三
月
十
日
限
り
取
束
ニ
差
出
候
事
ニ
相
成
候
ニ
付
、
右
書
類
御
詮

義
相
成
候
ハ
ゝ
可
明
了
候

一
只
備
品
ト
ノ
ミ
有
之
候
而

ハ
差
支
候
間
、
現
物
品
御
詮
義
有
之
度
候

庶
務
課

明
治
十
八
年
四
月

編
輯
係

会
計
課御

中

（
カ
）

過
日
御
依
頼
被
越
候
編
輯
費
ヲ
以
テ
買
収
備
品
取
調
候
処
、
別
紙
之
通
ニ
有

之
、
此
段
及
御
答
候
也

十
八
年
四
月
十
六
日

会
計
課

印

編
輯
係御

中

編
輯
費
備
品
調

（
欄
外
書
込
、
省
略
）

明
治
八
年
分

品
目

個
数

金
員

硯
箱

一
個

七
銭
五
厘

錐

一
本

三
銭
五
厘

小
刀

一
本

六
銭

硯
石

弐
面

拾
八
銭
五
厘

御
用
箪
笥

一
棹

四
円
七
拾
六
銭
六
厘

（
朱
書
）

「
〆
五
円
十
二
銭
一
厘
」
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九
年
分

（
七
品
目
、
省
略
）

「
〆
十
四
円
二
十
一
銭
」

十
年
分

（
四
品
目
、
省
略
）

「
〆
七
円
九
十
銭
」

十
一
年
自
一
月
至
九
月

（
八
品
目
、
省
略
）

「
〆
四
十
九
円
三
十
二
銭
」

十
一
年
度

（
八
品
目
、
省
略
）

「
〆
九
円
四
十
九
銭
一
厘
」

十
二
年
度

（
三
品
目
、
省
略
）

「
〆
七
円
七
十
二
銭
」

十
三
年
度

（
二
十
一
品
目
、
省
略
）

「
〆
四
十
一
円
廿
二
銭
三
厘
」

十
四
年
度

（
九
品
目
、
省
略
）

「
〆
一
円
九
十
九
銭
五
厘
」

十
五
年
度

（
十
一
品
目
、
省
略
）

「
〆
二
円
六
十
三
銭
」

十
六
年
度

（
五
品
目
、
省
略
）

「
〆
三
円
二
十
四
銭
五
厘
」

十
七
年
度

（
三
品
目
、
省
略
）

「
〆
四
円
廿
銭
」

十
七
年
度
史
誌
編
輯
費
備
品
調
洩
ノ
分

椅
子

一
脚

四
拾
二
銭

硯
箱

一
個

八
銭

硯
石

一
個

拾
一
銭

朱
硯

二
個

拾
銭

小
刀

三
丁

拾
三
銭
五
厘

錐

弐
本

五
銭

肉
池

一
個

弐
銭

燈
鏝

弐
丁

拾
六
銭

（
朱
書
）

「
〆
壱
円
七
銭
五
厘
」

右
者

過
日
取
調
候
以
後
支
出
之
分
、
御
通
知
及
候
也

四
月
廿
五
日

会
計
課

印

編
輯
係
御
中

【
史
料
⑫
】

乙
第

号

戸
長
役
場

内
務
省
地
理
局
ニ
於
テ
地
誌
編
輯
参
考
書
類
追
々
採
集
之
処
、
未
タ
完
備
セ

サ
ル
ヲ
以
、
今
般
博
ク
人
民
社
寺
等
無
遺
漏
捜
索
、
所
蔵
ノ
地
誌
・
歴
史
・

系
譜
・
金
石
類
ノ
彫
文
其
他
ノ
文
書
・
紀
行
等
、
惣
シ
テ
地
誌
ニ
関
係
ス
ヘ

キ
図
書
類
、
別
紙
書
式
ニ
照
準
、
先
以
目
録
ヲ
作
リ
郡
役
所
ヲ
経
由
シ
、
来

六
月
廿
日
限
リ
可
差
出
、
追
テ
其
保
護
ヲ
厚
ク
シ
借
観
ヲ
要
ス
ル
儀
モ
可
有

之
、
此
旨
相
達
候
事

但
、
所
蔵
ノ
者
無
之
町
村
ノ
儀
ハ
其
旨
同
日
限
リ
可
届
出
事

明
治
十
五
年
四
月
日

群
馬
県
令

楫
取
素
彦

書
式

某
郡
某
村
〈
町
〉
〈
駅
〉

士
族
〈
平
民
〉

所
持

何
誰

同

何
社
〈
何
寺
〉

共
有
物
ハ
村
〈
町
〉
〈
駅
〉
ノ
下
ニ
共
有
ト
シ
、
全
部
ノ
共
有
ニ
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ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
何
誰
ノ
左
行
ヘ
、
外
幾
人
共
有
ト
ス
ヘ
シ

目

録
書
名
ヲ
掲
ク
ヘ
シ
、
書
名
ナ
キ
モ
ノ
ハ

或
ハ
帖
巻
等
其

一
地
誌

幾
冊

上
州
ノ
名
所
旧
跡
ヲ
輯
録
セ
シ
書
等
ヲ
記
ス

数
ヲ
挙
ク
ヘ
シ

一
紀
行

同
上

右
撰
者
ノ
居
地
・
姓
名
・
年
月
及
其
書
ノ
大
旨
ヲ
登
記
ス
ヘ
シ

一
文
書

同
上

武
田
・
上
杉
等
ノ
書
状
、
知
行
附
与

右
百
年
以
上
ノ
古
書
・
證
文
・
感
状

及

ノ
證
文
、
軍
忠
状
等
ニ
同
ス
ル
モ
ノ

近
世
ト
雖
沿
革
ヲ
徴
ス
ヘ
キ
モ
ノ
、
武
田
耕
雲
斎
挙
動
ノ
如
キ
書
類
、

或
ハ
名
家
・
奇
人
等
ノ
伝
、
或
ハ
古
図
物
等
、
撰
者
ア
レ
ハ
之
ヲ
登
記

ス
ル
コ
ト
、
前
ノ
如
シ

一
系
譜

同
上

往
古
ヨ
リ
今
代
ニ
至
ル
一
般
人
民
ノ
家
譜
及
即
今
廃
家
ニ
シ
テ
一
族
其

他
ニ
存
在
・
沿
革
ヲ
徴
ス
ヘ
キ
モ
ノ
、
撰
者
ア
レ
ハ
之
レ
ヲ
登
記
ス
ル

コ
ト
、
亦
前
ノ
如
シ

一
金
石
ノ
彫
文

一
般
人
民
社
寺
等
ニ
蔵
ス
ル
物
ニ
シ
テ
、
或
ハ
鏡
鐘
瓦
・
燈
籠
・
石
碑

墓
碣
・
位
牌
ハ

・
墓
碣
・
位
牌

・
扁
額
等
、
其
他
徴
古
ノ
器
物
ハ
其
数
、

文
禄
以
前
ニ
限
ル

及
ヒ
伝
来
ノ
分
明
ナ
ル
ハ
其
子
細
ヲ
記
ス
ヘ
シ

右
〈
神
官
〉
〈
住
職
〉
并

明
治
十
五
年

月

日

何
ノ
誰

戸
長

何
ノ
誰

【
史
料
⑬
】

（
欄
外
）

「
（
庶
務
㊞

七
月
廿
三
日
受
付

甲
第
七
号
（
本
多
㊞
）

小

」

（
朱
書
）

「
第
二
百
四
十
三
号
」

今
般
、
編
修
副
長
官
重
野
安
繹
神
奈
川
外
五
県
下
ヘ
出
張
被
仰
付
、
去
ル
十

八
日
茨
城
県
ヘ
向
ヒ
出
発
、
不
日
其
御
県
ヘ
罷
出
可
申
ニ
付
テ
ハ
、
兼
テ
及

御
照
会
候
県
史
書
類
、
此
際
御
引
継
有
之
度
、
且
御
管
下
古
書
捜
索
方
等
致

御
協
議
候
儀
モ
可
有
之
ニ
付
、
予
テ
御
承
知
有
之
度
、
此
段
申
進
候
也

明
治
十
八
年
七
月
廿
二
日

修
史
館
監
事

巖
谷

修

群
馬
県
令

佐
藤
與
三
殿

追
テ
、
本
文
其
御
県
ヘ
到
着
日
限
ハ
出
張
先
よ
り
御
通
報
可
申
筈

ニ
候
条
、
右
為
念
申
副
候
也

【
史
料
⑭
】

備
品
引
継
目
録

一
、
机

但
、
硯
箱
其
他
付
属
品
共

四
脚

一
、
椅
子

四
個

一
、
箱

大
小
五
個

右
及
御
引
継
候
也

庶
務
課

十
八
年
八
月
十
三
日

旧
編
輯
係

印

会
計
課御

中
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【
史
料
⑮
】

備
品
引
継
目
録

一
、
編
輯
係
印
外
大
小
印

拾
九
個

右
及
御
引
継
候
也

庶
務
課

十
八
年
八
月
十
三
日

旧
編
輯
係

同
常
務
係
宛

【
史
料
⑯
】

（
欄
外
）

「
（
庶
務
㊞

七
月
五
日
受
付

甲
第
十
四
号
（
山
田
㊞
）

」

（
朱
書
）

「
第
百
八
十
七
号
」

府
県
史
編
輯
之
儀
、
本
年
度
以
後
当
館
ニ
於
テ
取
扱
候
ニ
付
テ
ハ
、
客
年
八

月
中
及
御
照
会
候
県
史
未
成
稿
之
分
并

材
料
・
諸
記
類
為
受
取
、
不
日
本
館

員
出
張
可
致
候
条
、
差
支
無
之
様
御
取
纏
置
有
之
度
、
此
段
申
進
候
也

明
治
十
八
年
七
月
三
日

修
史
館
監
事

巖
谷

修

群
馬
県
令

佐
藤
與
三
殿

追
テ
本
文
出
張
期
日
決
定
次
第
、
尚
可
及
御
通
知
候
也

（
封
筒
ウ
ワ
書
）

（
消
印
）

「
群
馬
県
御
中

「
上
野
前
橋
七
・
五
・
い
」

修
史
館
」

【
史
料
⑰
】

（
表
紙
）

「
（
貼
紙
）

「
歴
史
編
輯
ニ
付
検
閲
ス
ミ

明
治
十
六
年
四
月
十
九
日
㊞
）
」

兵
部
省
官
員
ヨ
リ
談
有
之
件
々
応
答
書

元
前
橋
県

」

第
一
條

当
県
官
員
幾
名
に
し
て
、
且
其
姓
名
相
伺
度
候

（
下
ゲ
札
）

御
答

「
官
員
履
歴
」

元
当
県
大
参
事

山
田

敬
之

元
当
県
少
参
事

深
澤

勝
忠

元
当
県
権
少
属

増
田

清
成

元
当
県
史
生

神
林

正
橙

元
当
県
庁
掌

山
田

定
保

元
当
県
判
任
出
仕

伊
藤

敬
信

右
御
出
張
之
節
、
御
応
接
申
候
姓
名
ニ
御
座
候
、
余
者

御
引
合
ニ
付

相
略
申
候

（
以
下
、
第
二
條
～
第
二
十
五
條
の
応
答
、
省
略
）

一
県
庁
惣
躰
上
中
下
之
位
を
以
売
払
候
節
者

、
壱
坪
何
程
ニ
相
成
候
哉
、
取

調
之
義
者

差
向
引
取
人
無
之
、
至
急
見
込
調
立
兼
候
事

一
郭
木
・
立
木
之
分
百
四
拾
九
本
売
払
直
段
之
義
、
凡
金
七
拾
四
両
二
分
位

ニ
相
成
可
申
候
事

右
之
通
御
座
候
也

壬
申
二
月

元
前
橋
県

【
史
料
⑱
】

記

一
群
馬
県
史

其
外
百
七
十
冊

壱
箱

一
上
野
名
跡
志

外
百
六
拾
五
冊

同

一
東
鑑

其
外
百
弐
拾
六
冊

同
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一
近
世
日
本
外
史

其
外
百
五
拾
壱
冊

同

一
萬
国
年
鑑

其
外
八
拾
壱
冊
弐
括

同

一
日
本
政
表

其
外
百
弐
拾
弐
冊
弐
括

同

一
出
版
書
目
月
報

其
外
九
十
弐
冊

同

一
府
県
統
計
書

百
四
拾
八
冊

同

一
康
煕
字
典

四
十
冊

同

一
集
古
十
種

八
拾
五
冊

同

一
群
馬
県
布
達
全
書

弐
十
八
冊

壱
箱

一
群
馬
県
布
達
全
書
統
計
表
共

三
拾
五
部

一
成
規
留

其
外
五
拾
六
冊
壱
袋

壱
箱

一
家
禄
奉
還
資
金
調

其
外
拾
七
冊

同

（
カ
）

一
官
有
其
他
往
復
六
十
廉

七
十
四
冊

同

以
上
入
箱
拾
五

楷
法
遡
原
ト
モ

外
鍵
三
ツ

右
別
冊
書
目
相
添
ヘ
御
引
継
相
成
、
正
ニ
受
取
候
也

十
八
年
八
月
八
日

庶
務
課
常
務
係

旧
編
輯
係
御
中

【
史
料
⑲
】

（
欄
外
）

（
加
藤
㊞
）

證

一
官
省
御
指
令
本
書
目
録

拾
弐
冊

一
同
御
指
令
本
書

百
四
拾
三
冊

一
同
御
達
訓
示
本
書

拾
八
冊

合
百
七
拾
三
冊

右
御
引
継
相
成
、
確
収
候
也

庶
務
課

明
治
十
八
年
七
月
九
日

記
録
係

印

編
輯
係御

中

【
史
料
⑳
】

記

明
治
十
一
年
ヨ
リ
十
五
年
ニ
至
ル

一
古
文
書
古
器
物
書
類

壱
冊

同
十
六
年

一
同

壱
冊

同
十
七
年
以
来

一
同

壱
冊

一
古
碑
保
存
書
編

壱
冊

一
多
胡
碑
摺
物

弐
軸

一
金
井
澤
碑
同

壱
軸

一
山
上
碑
同

弐
軸

一
下
高
尾
碑
同

軸

一
小
川
碑
同

壱
軸

一
高
瀬
碑
同

壱
軸

一
兵
衛
尉
行
氏
碣
同

壱
軸

一
永
仁
碑
同

壱
軸

一
正
中
碑
同

壱
軸

一
建
治
碑
同

壱
軸

一
坂
本
駅
古
墓
同

壱
軸

一
摺
物

弐
包
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一
斎
瓮

大

壱
個

一
同

小

壱
個

一
坏

壱
個

一
石
刀

拾
壱
個

一
埴
輪

円
福
寺
墓
陵

八
片

一
土
器
欠
片

四
個

一
剣

稲
荷
塚
堀
発

壱
箱

一
小
瓶

植
野
村
同

壱
個

一
博
物
館
列
品
目
録

弐
冊

一
博
物
館
分
類
一
覧
表

壱
冊

右
規
第
三
拾
四
号
・
三
拾
七
号
御
達
ニ
依
リ
、
帳
簿
類
其
外
図
書
匣
壱
個
共

及
御
引
継
候
也

庶
務
課

明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

編
輯
係

印

勧
業
課

農
商
係
御
中

前
書
御
引
継
書
目
之
通
正
ニ
受
取
候
也

明
治
十
八
年
八
月
十
三
日

農
商
係

印

庶
務
課

編
輯
係
御
中

【
史
料

】
記

一
西
群
馬
郡
下
和
田
村
及
日
本
鉄
道
会
社
鉄
道
敷
地
ヨ
リ
掘
出
、
博
物
局
ヘ

差
出
残
古
物
壱
箱
并

ニ
書
類
壱
括
、
但
未
決

一
西
群
馬
郡
新
井
村
・
碓
氷
郡
若
田
村
ヨ
リ
掘
出
ス
古
物
壱
箱
、
但
既
決

右
御
引
継
相
成
、
正
ニ
領
収
候
也

勧
業
課

十
八
年
八
月
十
三
日

農
商
係

印

庶
務
課

編
輯
係
御
中

【
史
料

】

（
欄
外
）

「
八
月
廿
五
日
決
判
済
」

明
治
十
八
年
八
月
廿
五
日

庶
務
課
長
（
信
實
㊞
）

令
㊞

（
森
㊞
）
大
書
記
官

歴
史
編
輯
事
務
引
継
之
儀
ニ
付
、
兼
而

修
史
館
ヨ
リ
照
会
之
趣
有
之
候
処
、

今
般
同
館
副
長
官
重
野
安
繹
来
県
ニ
付
、
別
紙
演
説
書
之
通
引
継
ヲ
了
シ
候
、

尤
モ
本
県
ニ
於
テ
着
手
セ
サ
ル
戸
口
・
刑
法
・
会
計
・
禄
制
等
ノ
項
目
ハ
同

館
ニ
於
テ
編
纂
ノ
筈
ニ
付
、
右
項
目
及
旧
入
間
県
ニ
係
ル
事
実
ニ
付
参
考
上

照
会
ニ
及
候
義
モ
可
有
之
旨
同
官
ヨ
リ
談
有
之
候
、
依
テ
同
官
ニ
ハ
古
文
書

類
捜
索
ノ
為
メ
邑
楽
其
他
各
郡
ヘ
向
ケ
出
発
ニ
付
、
本
課
員
小
沢
如
風
随
行
、

昨
廿
五
日
発
程
相
成
申
候
、
此
段
上
申
候
也

【
史
料

】

（
欄
外
）

「
加

校
合
済
（
衡
㊞
）

七
月
廿
八
日

浄
書
済
み
㊞

」

十
八
年
七
月
廿
二
日

五
等
属
世
木
真
人
㊞

令

（
森
㊞
）
大
書
記
官
（
信
實
㊞
）
庶
務
課

旧
編
輯
係
（
小
澤
㊞
）

㊞
調
査
係
（
飯
沼
他
三
名
㊞
）

常
務
係
（
渋
谷
他
四
名
㊞
）
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歴
史
編
輯
事
務
引
継
之
儀
ニ
付
伺

歴
史
編
輯
事
務
引
継
之
儀
、
該
館
ヨ
リ
吏
員
出
張
ノ
上
受
取
ル
ヘ
キ
筈
ニ
シ

テ
、
来
県
近
キ
ニ
在
ル
ヘ
シ
、
依
テ
左
案
相
伺
候
也

歴
史
編
輯
事
務
引
継
演
説

本
県
歴
史
編
輯
ハ
、
明
治
十
年
迄
ニ
例
則
・
條
款
之
内
、
県
治
・
工
業
・

学
校
・
職
制
・
禁
令
ノ
五
項
ヲ
編
成
進
達
シ
、
其
後
地
誌
原
稿
各
町
村
ヨ

リ
徴
取
ノ
分
、
輻
輳
セ
シ
ヲ
以
実
地
巡
視
編
纂
ニ
着
手
シ
、
十
六
年
マ
テ

ニ
上
州
十
四
郡
中
十
三
郡
ノ
郡
村
誌
編
成
、
地
理
局
ニ
差
出
シ
タ
リ
、
時

ニ
同
年
二
月
ニ
至
リ
、
明
治
七
年
迄
ノ
歴
史
急
ニ
編
成
ス
ヘ
キ
旨
、
御
照

会
ニ
依
リ
専
一
ニ
着
手
中
、
客
年
七
月
該
事
務
本
年
六
月
迄
ニ
テ
打
切
ト

シ
、
爾
後
御
館
ニ
オ
井
テ
編
成
ノ
事
ニ
令
ア
リ
、
元
来
本
県
明
治
九
年
再

置
以
前
、
管
地
分
合
頻
繁
、
随
テ
吏
員
更
迭
多
ク
、
旧
藩
県
ノ
書
類
散
逸

ア
ル
、
史
料
ニ
供
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
採
輯
ス
ル
頗
難
渋
タ
リ
ト
雖
、
務
メ
テ

（
朱
書
）「
農
」

網
羅
シ
拓
地
・
民
俗
・
勧
業
・
褒
賞
・
警
保
・
刑
罰
・
賑
恤
・
祭
典
・
駅

逓
・
租
法
・
兵
制
・
忠
孝
・
節
義
・
騒
擾
・
事
変
等
編
成
進
達
シ
、
戸
口

・
刑
法
・
会
計
・
禄
制
等
ノ
項
、
未
タ
着
手
セ
ス

一
歴
史
材
料
・
諸
記
録
纏
括
シ
置
キ
、
引
継
ノ
際
紛
乱
ナ
キ
ニ
注
意
ス
ヘ
キ

旨
曽
テ
御
照
会
ノ
処
、
元
来
歴
史
ノ
材
料
タ
ル
庁
中
一
切
ノ
簿
書
悉
皆
其

資
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
捜
索
シ
テ
例
則
ニ
照
シ
、
條
項
ヲ
区
別
シ
、
或
ハ
旧
藩

主
或
ハ
裁
判
所
或
ハ
郡
役
所
・
戸
長
役
場
等
ニ
徴
取
シ
其
稿
ヲ
立
ツ
、
今

其
材
料
ヲ
撰
出
シ
タ
ル
、
引
継
ニ
供
ス
ヘ
キ
書
類
ナ
シ

但
、
明
治
六
年
入
間
・
群
馬
両
県
ヲ
廃
シ
熊
谷
県
ヲ
置
キ
、
同
九
年
更

ニ
熊
谷
県
ノ
旧
入
間
地
方
ヲ
埼
玉
県
ニ
合
併
シ
、
其
旧
群
馬
地
方
及
栃

木
県
ノ
上
州
三
郡
ヲ
合
併
シ
、
熊
谷
県
ヲ
改
メ
テ
群
馬
県
ヲ
復
称
ス
、

此
時
ニ
当
テ
歴
史
未
着
手
タ
リ
、
群
馬
県
ハ
乃
チ
旧
群
馬
県
ノ
跡
ヲ
嗣

ク
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
自
今
旧
入
間
県
明
治
六
年
前
ニ
遡
ル
歴
史
及
該
地
方

ニ
係
ル
九
年
迄
ノ
歴
史
并

埼
玉
県
ノ
任
ス
ル
所
ト
シ
、
其
際
書
類
悉
皆

埼
玉
県
ニ
引
継
シ
処
、
埼
玉
県
ニ
於
テ
ハ
明
治
六
年
前
及
ヒ
九
年
マ
テ

ニ
関
係
ナ
シ
ト
ス
ル
由
ニ
聞
ユ
ル
ヲ
以
、
十
七
年
三
月
御
館
御
照
会
ニ

及
フ
ニ
、
御
館
御
意
見
ア
リ
テ
熊
谷
県
ハ
改
称
ナ
リ
、
廃
県
ノ
例
ニ
ア

ラ
ス
、
旧
入
間
県
ニ
係
ル
歴
史
ハ
我
県
ノ
任
ス
ル
所
ト
ス
ト
、
時
ニ
同

年
七
月
ニ
至
リ
、
本
年
六
月
迄
ニ
テ
該
事
務
打
切
ル
ヘ
キ
令
ア
ル
ヲ
以

武
州
ニ
係
ル
歴
史
ハ
其
侭
未
着
手
タ
リ

一
新
田
・
邑
楽
・
山
田
三
郡
ハ
栃
木
県
管
轄
タ
リ
シ
ヲ
、
明
治
九
年
我
ニ
合

併
、
此
時
ニ
当
リ
該
三
郡
ニ
係
ル
地
誌
ハ
、
栃
木
県
ニ
於
テ
未
着
手
タ
ル

ヲ
以
、
其
侭
引
継
ク
ト
雖
、
歴
史
ハ
既
ニ
着
手
中
ナ
ル
ヲ
以
、
同
県
ニ
於

テ
編
成
ノ
事
ニ
照
会
ア
リ

右
之
通
候
也

明
治
十
八
年
六
月

群
馬
県

修
史
館
御
中
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